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重量５g、縁厚 0.10 ～ 0.14 ㎝、鈕孔約 0.15 ㎜である。反りは弱い。鈕の位
置や鈕孔は中心よりも上部に位置しており、垂下を想定して、鈕の位置をずら
している可能性も考えられる。分類は１Ａ類である。






～ 1.1 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝である。分類は２Ａ類である。

















　素文鏡の実見・観察を行った。面径 3.4 ㎝、重量５ｇ、縁厚は 0.1 ㎝、鈕幅
0.7 ㎝、鈕高 0.4 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 1.5 ㎝である。鈕の位置はほぼ中
央である。鏡背面には鈕から放射状に研磨の痕跡もみられる。鏡面は反りがみ
られる。分類は２Ａ類である。















　素文鏡の実見・観察を行った。面径 2.2 ㎝、重量２ｇ、縁幅 0.15 ㎝、鈕幅
0.6 ㎝、鈕高 0.4 ㎝、鈕孔幅 0.1 ㎝、鈕孔高 0.1 ㎝である。比較的銅質がよく、
錆のない部分は、白銀色を呈する。分類は２Ａ類である。





面径 1.9 ㎝、重さ２ｇ、縁厚 0.15 ㎝、鈕幅 0.5 ㎝、鈕孔幅 0.1 ㎝である。全
体的に研磨されているものの、粗い研磨である。鈕の上下のみに明瞭な研磨痕
が確認できる。なお、鈕は欠損している。分類は１Ａ類である。





縁厚 0.15 ㎝、鈕幅 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.1 ㎝である。鈕は欠損している。鏡背面
には研磨がみられない。分類は１Ａ類である。





８ｇ、縁厚 0.16 ～ 0.24 ㎝、鈕孔幅 0.4 ㎝、鈕孔高 0.2 ㎝である。面径に対
して鏡体に厚みがある。鈕沿いに、欠損もしくは、鋳造時の湯廻り不良による
0.2 ㎝程度の孔がある。分類は２Ａ類である。




鏡の面径は 3.0 ㎝、重量５ｇ、縁厚 0.12 ～ 0.16 ㎝である。分類は２Ａ類である。










15　鳥取県湯梨浜市長瀬高浜遺跡 15 ＩＳＰ 01（第４図２、第 12 図③）
　長瀬高浜遺跡は祭祀遺構の建物跡から素文鏡１が出土している。時期は前Ⅰ
期～前Ⅱ期である。
　素文鏡の実見・観察を行った。素文鏡は面径 2.6 ㎝、重量４ｇ、縁厚 0.13
～ 0.16cm、鈕孔径 0.1 ㎝であり、鈕は垂下状況での中央より上に位置している。
分類は２Ａ類である。




重量５ｇ、縁厚 0.12 ～ 0.17 ㎝、鈕孔径約 0.1 ㎝である。縁には明瞭な研磨
痕がみられる。分類は２Ａ類である。






















　素文鏡の実見・観察を行った。面径 3.8～ 4.0 ㎝、重量 14ｇ、縁厚 0.12 ～ 0.17






































　素文鏡の実見・観察を行った。素文鏡は面径 2.5 ㎝、重量４ｇ、縁厚 0.11
～ 0.12 ㎝である。鈕孔は 0.1 ㎝以下であり極小である。素文鏡は不整円形を
呈しており、鏡面と鏡背面や、鈕の側面ともに粗い研磨が認められる。鈕孔付
近の鏡背面には中子を設置した痕跡が認められる。分類は１Ａ類である。
28  和歌山県和歌山市大谷古墳（報告書番号Ｍｃ 35、第３図３、第 13 図④）
　大谷古墳は墳長 70 ｍの前方後円墳であり、石棺内から素文鏡８～９面と素









　素文鏡の実見・観察を行った。素文鏡は面径 3.4 ㎝、重量４ｇ、縁厚 0.2 ㎝、
鈕孔約 0.1 ㎝、反りは 0.1 ㎝である。鈕の上方に鋳張りがみられる。縁はわず
かに突出しており、分類は１Ｃ類である。
29  和歌山県和歌山市大谷古墳（報告書番号Ｍｃ４、第３図２、第 13 図⑤） 
　大谷古墳は石棺内から素文鏡８～９面と素文鈴鏡５面が出土している。素文
鏡のうち実見・観察を行った７面中の１面について紹介する。













　素文鏡の鈕の上面は欠損する。鏡体も一部欠損する。面径 3.0 ～ 3.1 ㎝、
重量３ｇ、縁厚 0.15 ㎝である。分類は１Ａ類である。
32  和歌山県和歌山市大谷古墳（報告書番号Ｍｃ１、第２図７、第 13 図⑧）
　大谷古墳は石棺内から素文鏡８～９面と素文鈴鏡５面が出土している。素文
鏡のうち実見・観察を行った７面中の１面について紹介する。
　素文鏡は面径 2.6 ㎝、重量３ｇ、縁厚 0.09 ～ 0.12 ㎝、鈕孔 0.1 ㎝弱、反り 0.1
㎝強である。鈕の上面は研磨痕がみられるという特徴がある。分類は１Ａ類で
ある。
33  和歌山県和歌山市大谷古墳（報告書番号なし、第２図８、第 13 図⑨）
　大谷古墳は石棺内から素文鏡８～９面と素文鈴鏡５面が出土している。素文
鏡のうち実見・観察を行った７面中の１面について紹介する。
　素文鏡は面径 2.6 ㎝、重量１ｇ、縁厚 0.09 ～ 0.1 ㎝、反りは 0.1 ㎝、鈕孔約 0.1
㎝である。分類は１Ａ類である。




























　素文鏡の実見・観察を行った。面径は 3.7 ㎝、重量 12 ｇ、縁厚 0.15 ～ 0.18
㎝、鈕孔幅約 0.2 ㎝・鈕孔高 0.15 ㎝、縁幅 0.3 ㎝である。錆がいちじるしい。
鏡は一部金銅色を呈している。外区をもっており、分類は２Ｂ類である。
43　滋賀県守山市下長遺跡土坑ＳＫ－１（第４図 11、第 14 図①）
　下長遺跡は祭祀遺跡であり土坑から素文鏡・土師器が出土している。
　素文鏡の実見・観察を行った。素文鏡の面径 2.6 ㎝、重量４ｇ、鈕孔径約 0.1
㎝である。錆と砂が付着している。分類は２Ａ類である。
44　滋賀県守山市伊勢（大洲）遺跡






























　素文鏡の実見・観察を行った。素文鏡は面径 2.1 ㎝、重量３ｇ、縁厚 0.06

















　素文鏡の実見・実測を行った。素文鏡は面径 2.9 ㎝～ 3.0 ㎝、重量５ｇ、縁
厚 0.12 ～ 0.14 ㎝、鈕孔径 0.1 ㎝弱である。緑錆に覆われている。分類は２
Ａ類である。













　素文鏡の実見・実測を行った。大型のものは面径 5.0 ㎝、重量 20 ｇ、縁厚
0.20 ～ 0.27 ㎝、鈕孔径 0.15 ㎝であり、素文鏡の中で最も大型である。鏡背
面は丁寧な研磨がなされていない。分類は１Ａ類である。
58　栃木県宇都宮市中島笹塚 10 号墳（第５図２）　






































































































1 2 3 4
第２図　１Ａ類の諸例
第〓図　素文鏡１A類

















１～ 3．鳥取県長瀬高浜遺跡 15ISP01　４．鳥取県長瀬高浜遺跡 SI-138　５．東京都伊興遺跡　６．滋賀県北萱遺跡　
７．栃木県茂原古墳群大日塚古墳　８．大阪府久宝寺遺跡　９．兵庫県藤江別所遺跡　10．広島県石鎚権現７号墳
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遺跡例（第 22 図８）・三重県土山遺跡（第 22 図９）、櫛歯文鏡の愛媛県大木
遺跡（第 31 図４）がある。
　２Ａ類で最も古いものは前Ⅰ期～前Ⅱ期にみられるものである。例えば、鳥




例をあげると福岡県稲光遺跡例（第 22 図６）、香川県居石遺跡例（第 22 図５）、
岡山県百間川沢田遺跡例（第 22 図２）、兵庫県藤江別所遺跡例（第 22 図４）、





































































































ており、錆膨れも著しい。面径は 2.91 × 2.98 ㎝で、重量５ｇである。鈕孔は



























都道府県 古墳名 分類 面数 面径 墳形 規模 出土位置
遺跡年代／大賀
編年




和歌山 大谷古墳 1A 3 2.6～3.1 前方後円墳 70 棺内 後Ⅰ期
和歌山 大谷古墳 1C 3 3.1～3.4 前方後円墳 70 棺内 後Ⅰ期
香川 東畑古墳 2A 1
広島 石鎚権現７号墳 2A 1 2.6 方墳 7 棺外｡木棺直上｡ 前Ⅴ期～中Ⅰ期
兵庫 太田谷遺跡 2A 1 3.2 後Ⅱ期～後Ⅳ期
兵庫 柏尾古墳 2A 1 3.4 13
千葉 辺田１号墳第２主体部 2A 1 2.98 ×2.91 円墳 31 棺内、頭部と想定｡ 前Ⅲ期～前Ⅴ期


















群馬県久保遺跡 ( 第２図 10・11）出土例がある。それぞれの説明を行う。


















を設置した際の痕跡も確認できる。鈕孔径は 0.2 ㎝である。重量は 19 ｇと素
文鏡の中では重い。なお久保遺跡出土鏡は重量 20 ｇである。この２遺跡の鏡
は面径・重量・鈕の形状が共に似通っている。






























型のものは面径 5.0 ㎝、重量 20 ｇであり、素文鏡の中で最も大型である。実
見・実測を行った結果、鏡背面は研磨痕があるが、表面には鋳型のざらつきが




当する。素文鏡は２面が出土しており、１面（第２図 10）は 3.3 ㎝で 10 ｇ、














　静岡県宮脇遺跡は素文鏡が５面出土しており、面径は 3.3 ～ 5.0 ㎝である。
捩文鏡１面・石製模造品・土馬・土製模造品・手捏土器などが出土しており、
中Ⅲ期～後Ⅳ期とする。









































































?? ?? ?? ??
　第９図　時期別の遺跡の種類　
42
都道府県 遺跡名 分類 面数 面径 遺跡種別 遺構 遺跡年代／大賀編年
福岡 沖ノ島21号遺跡 １Ａ 1 約3㎝ 祭祀 岩上祭祀遺跡 中Ⅰ期
福岡 沖ノ島16号遺跡 １Ａ 1 3.0 祭祀 岩上祭祀遺跡 前Ⅶ期～中Ⅰ期




鳥取 長瀬高浜遺跡10-Iグリッド １Ａ 1 2.2 集落 不明
鳥取 長瀬高浜遺跡13E・Ⅱｄ地区 １Ａ 1 1.9 集落 不明
鳥取 長瀬高浜遺跡SI-100 １Ａ 1 2.6 集落 前Ⅴ期～前Ⅵ期
兵庫 木戸原遺跡 １Ａ 1 2.2～2.3 祭祀 柵 中Ⅰ期
兵庫 長越遺跡 １Ａ 1 3.7 集落 溝 前Ⅴ期～中Ⅱ期




奈良 曽我遺跡 １Ａ 3 1.2～2.6 集落 沼状遺構 中Ⅲ期～後Ⅲ期
奈良 山ノ神遺跡 １Ａ 1 3.0 祭祀 岩盤 前Ⅴ期～中Ⅳ期
群馬 久保遺跡 １Ａ 2 2.5・4.8 祭祀 祭祀遺跡 中Ⅳ期～後Ⅲ期
茨城 釜付遺跡 １Ａ 2 3.2 祭祀 祭祀 中Ⅲ期～後Ⅰ期
岡山 下湯原Ｂ遺跡 １Ｃ 1 4.2 集落 住居 後Ⅲ期～後Ⅳ期
静岡 洗田遺跡 １Ｃ 1 4.3 祭祀 中Ⅰ期～後Ⅳ期





香川 居石遺跡 ２Ａ 1 2.72～2.78 祭祀 河川 前Ⅳ期～前Ⅴ期
鳥取 博労町遺跡 ２Ａ 1 3.4 集落？ ２区包含層 不明




鳥取 長瀬高浜遺跡SI-138 ２Ａ 1 3.2 集落 前Ⅰ期～前Ⅱ期
鳥取 長瀬高浜遺跡16LSK01 ２Ａ 1 3.0 集落 前Ⅴ期～前Ⅵ期




岡山 百間川沢田遺跡竪穴住居21 ２Ａ 1 3.0 集落 住居 前Ⅰ期～前Ⅱ期
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 ２Ａ 1 2.5～2.6 祭祀 井戸 前Ⅱ期～前Ⅳ期
大阪 久宝寺遺跡住居３ ２Ａ 1 2.5 集落 住居 前期
滋賀 北萱遺跡 ２Ａ 1 集落 包含層 古墳時代
滋賀 高溝遺跡 ２Ａ 1 3.3 集落 溝 前Ⅲ期～前Ⅵ期
滋賀 下長遺跡土坑ＳＫ－１ ２Ａ 1 2.6 祭祀 土坑 中Ⅱ期～中Ⅳ期
滋賀 伊勢遺跡 ２Ａ？ 1 3.0 集落 土坑
東京 伊興遺跡 ２Ａ 1 2.1 集落 住居 中Ⅱ期～中Ⅳ期
千葉 草刈遺跡六之台遺跡823号 ２Ａ 1 2.8 集落 住居 前Ⅴ期～Ⅵ期
千葉 草刈遺跡Ｌ区037号住居 ２Ａ 1 1.9 集落 住居 前Ⅴ期～Ⅵ期
茨城 南三島遺跡 ２Ａ 1 2.9 集落 　 古墳時代
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 ２Ｂ 1 3.8～4.0 祭祀 井戸 前Ⅱ期～前Ⅳ期
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面径は 7.1 ㎝、重量 39 ｇ、縁幅 1.0 ㎝、縁厚 0.3 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、
鈕孔幅 0.6 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は鈕
から外に向かって、４圏線－櫛歯文となる。鏡背面の文様間に赤色顔料がみら
れる。分類は４a 類である。




　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 4.2 ㎝、重量８ｇ、縁幅 0.7









４　佐賀県唐津市佐志中通遺跡（第 24 図１、第 37 図④）
　佐志中通遺跡は集落遺跡であり、時期は不明である。重圏文鏡の実見・観察
を行った。重圏文鏡は緑黒色で、おおよそ半分を欠損している。復元面径5.0㎝、












６　佐賀県基山町中隈山５号墳（第 25 図６、第 37 図⑤）
　中隈山５号墳は丘陵上に位置する古墳である。前Ⅲ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は約２分の１を欠損している。黒































12　山口県山口市朝田墳墓群８号墳（第 19 図２・第 37 図⑥）


















































20　広島県三次市下山手４号墳（第 24 図２、第 38 図③）
　下山手４号墳は辺長 14 ｍの方墳であり、重圏文鏡は周溝から１面出土して
いる。他には土師器が出土している。時期は前Ⅵ期～前Ⅶ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 5.3 ㎝、重量 12 ｇ、縁幅
0.9 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝である。鈕孔
形態は楕円形である。文様構成は３圏線－櫛歯文帯である。１・２圏線に珠文
状結線文がある。分類は７ⅰ類である。
21　広島県府中市山ノ神１号墳第２号箱式石棺（第 20 図７、第 38 図④）
　山ノ神１号墳は径 12 ｍの円墳であり、箱式石棺には２体の人骨が埋葬され




径 6.4 ㎝、重量 42 ｇ、縁厚 0.20 ～ 0.25 ㎝、縁幅 1.0 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.6
㎝、鈕孔幅 0.4 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝であり、鈕孔形態は楕円形である。文様構成は、
鈕から外へ向かって４圏線－櫛歯文帯であり、分類は４ｂ類である。





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.1 ㎝、重量 21 ｇ、縁幅 1.1
㎝、縁厚 0.18 ～ 0.20 ㎝、鈕幅 1.2 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.2
㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は鈕から外に向かって、２圏線－
櫛歯文帯である。分類は４ｂ類である。
23　岡山県岡山市津寺遺跡土坑（第 24 図９、第 39 図②）
　津寺遺跡は径約 0.4 ｍの土壙内から重圏文鏡１面と土師器が出土している。
時期は前Ⅲ期～前Ⅵ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.6 ㎝、重量 41 ｇ、縁幅 0.8
74
㎝、鈕幅 1.2 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、鈕孔幅 0.7 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝であり、鈕孔形態は、
鈕孔部分に土が詰まっているため判断できない。文様構成は５圏線－櫛歯文帯
である。１圏線に珠文状結線文が巡る。分類７ⅰ類である。
24　岡山県岡山市津寺遺跡（第 24 図３、第 39 図①）
　津寺遺跡は集落遺跡の 4.61 × 3.76 ｍの住居跡から重圏文鏡１・土師器・
土錘が出土している。時期は前Ⅱ期～前Ⅳ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.0 ㎝、重量 38 ｇ、縁幅 1.0
㎝、縁厚 0.28 ～ 0.35 ㎝、鈕幅 1.4 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.2
㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は３圏線－櫛歯文帯である。１・
２圏線に珠文状結線文が巡る。分類は７ⅰ類である。
25　岡山県岡山市百間川沢田遺跡（第 23 図２、第 38 図⑥）
　百間川沢田遺跡は集落遺跡であり、時期は前Ⅴ期～前Ⅵ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 2.8 ㎝、重量３ｇ、鈕幅 0.8








28　愛媛県今治市唐子台第５丘７号墓（第 24 図５、第 39 図③）
　唐子台遺跡は唐子台の最高所に位置し、第４丘から第６丘は少し高くなった
尾根上にまとまる。第５丘は自然丘の頂部から稜線状に位置し、11 基の主体




　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.2cm、重量 36 ｇ、縁幅 0.9





















32　愛媛県今治市火内遺跡（第 20 図２、第 39 図④）
　火内遺跡は海の祭祀であり、重圏文鏡のほかには土師器・須恵器・製塩土器・
鉄製品が出土している。時期は中Ⅲ期～後Ⅰ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡の面径 6.0 ㎝、重量２ｇ、縁幅 0.8
㎝、縁厚 0.19 ～ 0.23 ㎝、鈕幅 1.0 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.3 ㎝、鈕孔高 0.3
㎝である。鈕孔形態は不整円形である。文様構成は鈕から外に向かって、３圏
線－櫛歯文帯である。分類は４ｂ類である。
33　香川県鉢伏山１号墳（第 19 図５、第 39 図⑤）
　鉢伏山１号墳は土器川・金倉川に挟まれた与北山に位置する径 15m の円墳で
あり、竪穴式石室から重圏文鏡１面が出土した。時期は前期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径 5.3 ～ 5.4 ㎝、重量 21 ｇ、縁幅 0.9 ㎝、




34　香川県坂出市歩渡島１号墳（第 24 図８、第 39 図⑥）
　歩渡島１号墳は、箱式石棺から重圏文鏡１・鉄刀子が出土した。時期は前期
である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。鏡は面径 7.1 ㎝、重量 73 ｇ、縁幅 1.0 ㎝、
縁厚 0.35 ～ 0.38 ㎝、鈕幅 1.9 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、鈕孔幅 0.6 ㎝、鈕孔高 0.3
㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は、鈕から外に向かって、４圏線
－櫛歯文帯となる。２圏線には珠文状結線文がみられる。分類は７ⅰ類である





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.51 ～ 3.60 ㎝、重量 11 ｇ、
鈕幅 0.95 ㎝、縁厚 0.18 ～ 0.20 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、鈕孔幅 0.3 ㎝、鈕孔高 0.2
㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は１圏線のみであり、外区はなく
平縁となる。分類は６類である。








　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径 7.3 ㎝、重量 88 ｇ、縁幅 1.3 ㎝、縁
厚 0.28 ～ 0.44 ㎝、鈕幅 2.0 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、鈕孔幅 0.7 ㎝、鈕孔高 0.5 ㎝
である。鈕孔形態は円形に近い。
37　兵庫県赤穂郡上郡町井の端７号墳（第 21 図４、第 21 図④）





　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径 7.9cm、重量 42 ｇ、縁厚 0.22 ～ 0.25
㎝、鈕幅 1.7 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.6 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝、鈕孔形態は楕
円形である。文様構成は６圏線－櫛歯文帯である。分類は４類である。





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.3 ～ 3.4 ㎝、重量９ｇ、
縁幅 0.7 ㎝、鈕幅 0.8 ㎝、鈕高 0.4 ㎝、鈕孔約 0.15 ㎝である。鈕孔形態は不
整円形である。文様構成は、鈕から外に向かって、２圏線のみで、外区は無文
であり、平縁となる。分類は５類である。





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.8 ～ 3.9 ㎝、重量 11 ｇ、
縁幅 0.6 ㎝、鈕幅 0.9 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。
鈕孔形態は方形である。文様構成は、鈕から外に向かって、１圏線－櫛歯文帯
である。分類は４ｂ類である。





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 4.0 ㎝、重量 15 ｇ、縁幅 0.8
㎝、鈕幅 0.9 ㎝、鈕高 0.5 ㎝、鈕孔幅 0.15 ㎝、鈕孔高 0.15 ㎝である。鈕孔
形態は不整円形である。文様構成は、鈕から外に向かって、１圏線－櫛歯文帯
である。分類は４ｂ類である。






　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.0 ㎝、重量６ｇ、鈕幅 0.7
㎝、鈕高 0.4 ㎝、鈕孔幅 0.15 ㎝、鈕孔高 0.15 ㎝である。鈕孔形態は楕円形
である。文様構成は、鈕から外に向かって、１圏線のみで、外区はなく、平縁
となる。分類は６類である。
42　兵庫県神戸市松本遺跡（第 20 図６、第 41 図①）
　松本遺跡は包含層から重圏文鏡１が出土している。ほかには土師器が出土し
ている。詳細な時期は判断できない。重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文
鏡は面径 6.8 ～ 6.9 ㎝、重量 37 ｇ、縁幅 0.6 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、
鈕孔幅 0.7 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。鈕孔形態は方形である。
　文様構成は鈕から外に向かって、３圏線－櫛歯文帯である。分類は４a 類で
ある。




















46　大阪府茨城市溝咋遺跡（第 23 図３、第 41 図②）
　溝咋遺跡は集落遺跡であり、土坑から重圏文鏡が出土している。そのほかに
は土師器が出土している。時期は前期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.0 ㎝、重量９ｇ、鈕幅 0.9
㎝、鈕高 0.6 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 0.15 ㎝である。鈕孔形態は円形である。
文様構成は１圏線のみであり、外区はなく平縁となる。分類は６類である。




　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径約 7.0 ㎝、重量 35.7 ｇ、
縁幅 0.7 ㎝、鈕幅 1.4 ㎝、鈕高 1.0 ㎝、鈕孔幅 0.7 ㎝、鈕孔高 0.6 ㎝である。
鈕孔形態は円形である。文様構成は鈕から直行櫛歯文－２圏線－斜行櫛歯文で
ある。分類は１類である。
48　大阪府八尾市久宝寺遺跡（第 21 図２、第 41 図④）
　久宝寺遺跡は集落遺跡であり、住居から重圏文鏡が出土している。そのほか
にも土師器が出土する。時期は前Ⅲ期～前Ⅳ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.74 ～ 6.85 ㎝、重量 65 ｇ、
縁幅 0.9 ㎝、鈕幅 1.7 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。
鈕孔形態は方形である。文様構成は５圏線－櫛歯文帯である。分類は４ａ類で
ある。　
49　大阪府八尾市小倉東遺跡Ｅ地区箱式石棺（第 24 図６、第 42 図①）
　小倉東遺跡からは箱式石棺が検出され、重圏文鏡１・鉄斧が出土した。時期
は中Ⅱ期～中Ⅲ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.1 ㎝、重量 32 ｇ、縁幅









51　和歌山県和歌山市北田井遺跡（第 19 図７、第 42 図②）
　北田井遺跡は集落遺跡であり、竪穴住居より重圏文鏡１が出土している。時
期は前期である。　
　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径 4.5 ㎝、重量３ｇ、縁幅 0.8 ㎝、鈕幅 1.2














　重圏文鏡は、面径 4.2cm、縁厚 0.15 ㎝、鈕幅 0.55 ㎝、鈕高 0.3 ㎝である。
頭部から重圏文鏡が出土している。文様構成は鈕から外に向かって、構成は１
圏線－櫛歯文帯である。分類は４類である。









































61　京都府舞鶴市志高遺跡（第 25 図５、第 42 図④）
　志高遺跡は由良川沿いに位置する縄文時代から平安時代の集落遺跡であり、
重圏文鏡は包含層から出土している。時期は前Ⅴ期～前Ⅵ期である。









　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 4.2 ㎝、重量９ｇ、縁幅 0.6
㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。鈕孔形
態は方形である。文様構成は鈕から外に向かって、２圏線－櫛歯文帯となる。
分類は４ａ類である。





　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.9 ㎝、重量 30 ｇ、縁幅 0.8














66　岐阜県岐阜市龍門寺 14 号墳（第 25 図１、第 43 図①）　
　龍門寺 14 号墳は径 18 ｍの円墳であり、割竹形木棺から、刀子・鉄鉇・重圏
文鏡１が出土している。時期は前Ⅴ期～前Ⅵ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 5.3 ㎝、重量 30 ｇ、縁幅
















70　静岡県焼津市小深田遺跡第７地点（第 22 図３、第 43 図④）
　小深田遺跡は集落遺跡であり、住居から重圏文鏡が出土している。時期は前
Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　重圏文鏡の面径は 3.7 ㎝、重量９ｇ、縁幅 0.6 ㎝、縁厚 0.09 ～ 0.11 ㎝、




71　静岡県焼津市小深田西１号墳第１主体部（第 20 図８、第 43 図⑤）
　当遺跡は辺長 10 × 11 ｍの方墳であり、木棺内から、重圏文鏡１・勾玉・管
玉・ガラス玉が出土した。時期は前Ⅴ期～前Ⅵ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径 6.5cm、重量 49ｇ、縁厚 0.25 ～ 0.31 ㎝、
鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、鈕孔幅 0.6 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝、鈕孔形態は方形である。
文様構成は鈕から外に向かって、４圏線－櫛歯文帯である。分類は４ａ類であ
る。




　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 4.4 ㎝、重量 14 ｇ、縁幅
0.8 ㎝、鈕幅 1.0 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、鈕孔幅 0.3 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。鈕孔
は方形である。文様構成は３圏線のみで、外区は無文である。分類は５類である。
73　静岡県静岡市長崎遺跡ＳＸ 510（第 17 図４、第 43 図②）
　長崎遺跡は台状遺構から重圏文鏡１・土師器が出土している。時期は前Ⅰ期
～前Ⅱ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 7.2 ㎝、重量 74 ｇ、縁幅
0.9 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.8 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝である。鈕孔
は方形である。文様構成は鈕から外に向かって、直行櫛歯文帯－１圏線－直行
櫛歯文帯である。分類は２類である。






　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は 6.0 ㎝、重量 39 ｇ、縁厚 0.26












77　長野県長野市篠ノ井遺跡（第 22 図４、第 44 図①）
　篠ノ井遺跡は集落遺跡であり、住居内から重圏文鏡１・土師器が出土してい
る。住居の規模は 4.80 × 5.46 ｍである。時期は前Ⅲ期から前Ⅴ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 3.3 ㎝、重量３ｇ、縁厚 0.12





















81　石川県金沢市西念・南新保遺跡（第 20 図４、第 44 図③）
　当遺跡は集落遺跡であり、溝跡から重圏文鏡が出土している。時期は前Ⅲ期
～前Ⅳ期である。　
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.4 ㎝、重量 51 ｇ、縁厚
0.3 ㎝、鈕幅 1.6 ㎝、鈕高 1.0 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝、鈕孔形態は
方形である。文様構成は鈕から外に向かって、３圏線－櫛歯文帯である。分類
は４a 類である。
82　石川県金沢市田中Ａ遺跡（第 21 図１、第 44 図②）
　田中Ａ遺跡は集落遺跡であり、包含層から重圏文鏡・土師器が出土している。
時期は前Ⅰ期～前Ⅲ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.8 ㎝、重量 35 ｇ、縁厚 0.21























87　神奈川県横浜市梶山遺跡第２トレンチ　（第 19 図９、第 44 図④）
　梶山遺跡の立地は矢上川が鶴見川に合流する地点から南東約 1.2 ㎞の台地上
に位置する。標高約 40 ｍである、沖積地との比高は約 20m である。集落遺跡で、
試掘トレンチから重圏文鏡１面が出土している。時期は前Ⅰ期～前Ⅱ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は緑色を呈し、縁は欠損部分が多




















91　千葉県柏市戸張一番割遺跡 30 号住居（第 20 図５、第 45 図①）










93　千葉県君津郡郡袖ヶ浦町大竹遺跡群二又堀遺跡ＳＩ 105 住居跡（第 21 図
２、第 45 図②）
　大竹遺跡群二又堀遺跡の竪穴式住居から重圏文鏡１・土師器が出土してい
る。住居の規模は 4.0 × 4.4 ｍである。時期は前Ⅰ期～前Ⅱ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡の面径は7.3cm、重量 70ｇ、縁幅0.3







95　千葉県山武市北野遺跡５号墳（第 17 図３、第 44 図⑥）　
　北野遺跡は、作田川谷系の旧成東川中流域の右岸台地上に立地し、現在の谷


















98　群馬県多野郡吉井町神保下條遺跡１号住居（第 18 図１、第 45 図④）
　下條遺跡は集落遺跡であり、5.86 × 5.88 ｍの竪穴住居から重圏文鏡１が出
土している。時期は前Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　重圏文鏡の実見・観察を行った。面径は 6.1cm、重量 28 ｇ、縁厚 0.28 ～ 0.29












100　群馬県伊勢崎市舞台遺跡 146 号住居（第 20 図１、第 46 図①）
　舞台遺跡は集落遺跡であり、6.3 × 6.7 ｍの竪穴住居より重圏文鏡１・土師
器出土した。時期は前Ⅳ期～前Ⅴ期である。　
　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は全体的に鋳上がりが良く、褐色
を呈する。鏡背面には赤色顔料が付着している。面径 6.8 ㎝、重量 68 ｇ、縁
幅 0.35 ㎝、鈕幅 1.7 ㎝、鈕高 1.0 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝である。
鈕孔は方形である。文様構成は鈕から外に向かって、２圏線－櫛歯文帯であり、
分類は４a 類である。




　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 6.3 ㎝、重量 51ｇ、縁厚 0.30













　重圏文鏡の実見・観察を行った。重圏文鏡は面径 7.8cm、重量 47 ｇ、縁厚 0.27


















例（第 17 図５）(2)、愛媛県新谷出土例（第 17 図７）、京都府離湖古墳例（第
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県永田遺跡例（第 19 図 12）、福岡県谷遺跡、山口県朝田墳墓群８号墳例（第
19 図３）、島根県大峠山古墳群、鳥取県博労町遺跡例、広島県山ノ神１号墳例
（第 20 図７）、岡山県一宮天神山２号墳例（第 19 図 10）、愛媛県松木広田遺跡、
愛媛県火内遺跡例（第 20 図２）、香川県鉢伏山１号墳（第 19 図５）、兵庫県井
の端７号墳例（第 21 図４）、兵庫県藤江別所遺跡例２面（第 19 図１・２）、兵
庫県松本遺跡例（第 20 図６）、大阪府久宝寺遺跡例（第 21 図２）、（伝）和歌
山県例、和歌山県北田井遺跡例（第 19 図７）、滋賀県下長遺跡例（第 19 図６）、
静岡県愛野向山Ⅱ遺跡 12 号墳例（第 19 図 11）、静岡県小深田西１号墳例（第
20 図８）、石川県西念・南新保遺跡例（第 20 図４）、石川県田中Ａ遺跡例（第
21 図１）、神奈川県宮前小台遺跡、神奈川県永塚下り畑遺跡例、神奈川県梶山
遺跡例（第 19 図９）、東京都伊興遺跡例（第 19 図４）、千葉県戸張一番割遺
跡例（第 20 図５）、千葉県大竹遺跡例（第 21 図３）、群馬県成塚向山１号墳例
（第 20 図３）、群馬県舞台遺跡例（第 20 図１）がある。
　圏線１は、福岡県谷遺跡例、山口県朝田墳墓群８号墳例、兵庫県藤江別所遺













径は 6.4 ～ 7.8 ㎝である。
　圏線５は、久宝寺遺跡例、田中Ａ遺跡例、大竹遺跡例の３面であり、面径は







　第 16 図は、４a 類と４b 類の面径と鏡体厚の関係を示したものである。これ
をみると４a 類は面径が７㎝を超すような大型のものもみられるが、４～６㎝












跡、兵庫県下坂部遺跡例（第 22 図２）、兵庫県藤江別所遺跡例（第 22 図１）、
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例がある。面径は 3.7 ～ 6.3 ㎝である。
　圏線３は長瀬高浜遺跡例、大熊片山古墳例、篠ノ井遺跡例となっている。面




23 図６）、香川県居石遺跡例（第 23 図５）、岡山県百間川沢田遺跡例（第 23
図２）、兵庫県藤江別所遺跡例（第 23 図４）、兵庫県吉田南遺跡例（第 23 図８）、
大阪府溝咋遺跡例（第 23 図３）、滋賀県高溝遺跡例（第 23 図７）、三重県土
山遺跡例（第 23 図９）、新潟県西川内南遺跡例（第 23 図１）がある。
　圏線１は稲光遺跡例、居石遺跡例、百間川沢田遺跡例、藤江別所遺跡例、吉
田南遺跡例、溝咋遺跡例、西川内南遺跡例がある。面径は 2.8 ～ 3.6 ㎝である。











ているが、津寺遺跡例（第 24 図３、第 26 図４）などは珠文状結線文か判断し
難い資料である。
　全部で 21 面ある。佐賀県佐志中通遺跡例（第 24 図１）、佐賀県中隈山４号
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95
墳例（第 25 図６）、広島県毘沙門台遺跡例、広島県下山手４号墳例（第 24 図
２）、鳥取県古郡家１号墳例、岡山県津寺遺跡例２面（第 24 図３・第 24 図９）、
愛媛県唐子台第５丘７号墓例（第 24 図５）、香川県歩渡島１号墳例（第 24 図８）、
徳島県宮谷古墳例（第 25 図４）、大阪府板持３号墳例、同府小倉東遺跡Ｅ地区
箱式石棺例（第 24 図６）、京都府志高遺跡例（第 25 図５）、滋賀県下味遺跡例（第
24 図 7）、福井県漆谷遺跡例、愛知県寺林 1 号墳例、山梨県平林 2 号墳例（第







平林２号墳例、淵名１号墳例、駒形遺跡例がみられる。面径は 5.0cm ～ 7.0
㎝である。
７ⅱ類　内区外周に櫛歯文帯をもち、圏線上の文様は明瞭である。毘沙門台遺
跡例、小倉東遺跡例（第 26 図５）、寺林１号墳例、龍門寺 14 号墳例（第 26 図６）、
勅使塚古墳例がみられる。面径は 5.3cm ～ 7.8 ㎝である。
７ⅲ類　内区外周に櫛歯文帯をもち、圏線上に線状の文様をもつもの。宮谷古
墳例（第 26 図２）がみられる。面径は 7.4 ㎝である。
７ⅳ類　内区の圏線間に櫛歯文帯、内区外周に鋸歯文帯をもつもの。志高遺跡
例（第 26 図７）がみられる。面径は 6.1 ㎝である。
７ⅴ類　内区の圏線に櫛歯文帯をもち、外区に鋸歯文帯をもつもの。中隈山４
号墳例（第 26 図８）がみられる。面径は 7.1 ㎝である。
96









































































































































































































































13.75 ｍ、辺長 32 × 35 ｍである。３類は５例のうち２例は墳長 20 ｍと 93 ｍ
の前方後円墳で、前Ⅴ期～前Ⅶ期、中Ⅳ期である。ほかの２基は墳形不明である。
４類は 10 例あり、墳丘の形状をみると、方墳４例、円墳３例、前方後円墳１例、
墳形不明２例となる。方墳の規模は２例判明しており、辺長 10 × 11 ｍのもの
と 21 ｍのものがある。円墳は直径 12 ～ 15 ｍ、前方後円墳は墳長 60 ｍ以上で
ある。５類は３例あり、方墳は１例で辺長 14 ｍである。墳形が不明のものは
２例ある。墳丘の形状は、方墳が最も多く、規模は小型のものが多い。７類は
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3.9 ～ 6.0 3.7 ～ 4.4
3.7 ～ 4.3
3.0 ～ 3.6
2.8 ～ 3.6 5.0 ～ 6.14.3 ～ 7.3



















2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 (cm)
第 30 図　分類ごとの遺跡の種類 第 31 図　遺跡の種類と面径の関係
　　　第３章　重圏文鏡の研究
111
都道府県 遺跡名 分類 面径（㎝） 墳形 規模 棺の種類 大賀編年
三重 向山古墳 1 5.9 古墳 不明
京都 離湖古墳第２主体部 2 7.5 方墳 32×35 木棺 中Ⅱ期
静岡 長崎遺跡SX510 2 7.25 方墳？ 前Ⅰ期～前Ⅱ期




大分 亀甲山古墳 3 5.8 円墳 不明
福岡 鬼首古墳 3 7.6 円墳 箱式石棺 判断できない
福岡 立野遺跡 3 5.3 古墳 箱式石棺 前Ⅲ期～前 Ⅴ期
兵庫 大滝2号墳第1主体部 3 5 前方後円墳 20 木棺 中Ⅳ期
長野 川柳将軍塚古墳 3 7.3 前方後円墳 93 竪穴式石槨 前Ⅴ期～前Ⅵ期
島根 大垰山古墳群 4 不明 古墳 箱式石棺 中Ⅰ期
佐賀 永田遺跡 4a 6.54 古墳 不明
香川 鉢伏山１号墳 4a 5.4 円墳 15 竪穴式石槨 前Ⅰ期～前Ⅶ期
兵庫 井の端７号墓箱式石棺 4a 7.9 方形周溝墓 10×16 木棺 前Ⅰ期～前Ⅱ期
静岡 小深田西１号墳第１主体部 4a 6.54 方形周溝墓 10×11 木棺 前Ⅴ期～前Ⅵ期
群馬 成塚向山１号古墳第２主体部 4a 6.3 方墳 21 木棺 前Ⅴ期～前Ⅵ期
山口 朝田墳墓群８号方形台状墓 4b 4.2 方墳 9.0×12.7 箱式石棺 前Ⅴ期～前Ⅵ期
広島 山ノ神１号古墳第２号箱式石棺 4b 6.4 円墳 12 箱式石棺 前Ⅲ期～前Ⅶ期
岡山 一宮天神山2号墳B主体部 4b 6.05 前方後円墳 60以上 竪穴式石槨 前Ⅴ期～前Ⅶ期








熊本 舞野2号石棺 5 4.16 古墳 不明 箱式石棺 前Ⅲ期～前Ⅳ期
長野 片山古墳 5 6.3 方墳 14 粘土槨 中Ⅱ期～中Ⅲ期
三重 善応寺山古墳群 5？ 6 古墳 不明
鳥取 古郡家１号墳北棺 7ⅰ 8.7 前方後円墳 92.5 箱式石棺 中Ⅰ期
広島 下山手第４号古墳周溝 7ⅰ 5.3 方墳 14 溝 前Ⅵ期～前Ⅶ期
岡山 津寺遺跡土坑 7ⅰ 6.63 古墳 0.4 土壙墓 前Ⅲ期～前Ⅵ期
愛媛 唐子台第5丘7号墓 7ⅰ 6.18 古墳 土壙墓 前Ⅰ期
香川 歩渡島１号墳 7ⅰ 7.05 古墳・墳丘なし 箱式石棺 前Ⅰ期～前Ⅶ期
滋賀 下味古墳第２主体 7ⅰ 6.91 円墳 35 粘土槨 前Ⅴ期～前Ⅶ期
山梨 平林2号墳 7ⅰ 6.03 円墳 15 横穴式石室 後Ⅳ期
群馬 淵名１号墳 7ⅰ 6.6 円墳 30 横穴式石室 中Ⅲ期～後Ⅱ期
大阪 小倉東遺跡Ｅ地区箱式石棺 7ⅱ 6.09 古墳 箱式石棺 中Ⅱ期～中Ⅲ期
岐阜 龍門寺14号墳 7ⅱ 5.33 円墳 18 割竹形木棺 前Ⅴ期～前Ⅵ期
愛知 寺林１号墳 7ⅱ 5.3 円墳？ 3 前Ⅴ期～前Ⅶ期




徳島 宮谷古墳 7ⅲ 7.36 前方後円墳 37.5 竪穴式石槨 前Ⅰ期
佐賀 中隈山4号墳第3主体部 7ⅴ 7.1 古墳 前Ⅲ期




































所在地　 遺跡名 分類 面径(cm) 遺跡種別 遺構詳細 大賀編年
大阪 鷹塚山遺跡 1 7.0 集落 包含層 弥生時代後期後半
福岡 荻浦Ａ－20－a地点 2 5.6 祭祀 後Ⅱ期
鳥取 青谷上寺地遺跡 2 6.6 集落 １区１層 前Ⅰ期～前Ⅱ期
群馬 神保下條遺跡１号住居 3 6.1 集落・住居 住居 前Ⅴ期～前Ⅶ期
宮崎 西ノ別府遺跡 4a 7.1 集落・住居 住居 前Ⅲ期～前Ⅵ期
兵庫 松本遺跡遺物包含層 4a 6.9 集落 包含層 前期
大阪 久宝寺遺跡住居３ 4a 6.7 集落・住居 住居 前Ⅲ期～前Ⅵ期
和歌山 北田井遺跡 4a 4.5 集落・住居 住居 前期
滋賀 下長遺跡 4a 4.2 集落・水 集落・水 前期
石川 西念・南新保遺跡 4a 6.4 集落・溝 溝 前Ⅲ期～前Ⅴ期
石川 田中A遺跡 4a 6.8 集落 遺物包含層 前Ⅰ期～前Ⅲ期
神奈川 永塚下り畑遺跡 4a 7.8 集落・住居 住居 前Ⅰ期～前Ⅱ期
神奈川 梶山遺跡第Ⅱトレンチ 4a 5.5 集落 トレンチ内 前Ⅰ期～前Ⅱ期
千葉 戸張一番割遺跡30号住居跡 4a 6.3 集落・住居 住居 前Ⅳ期～前Ⅴ期
千葉 大竹遺跡群二又堀遺跡ＳＩ105住居 4a 7.3 集落・住居 住居 前Ⅰ期～前Ⅱ期
群馬 舞台遺跡146号住居 4a 6.8 集落・住居 住居 前Ⅳ期～前Ⅴ期
鳥取 博労町遺跡 4b 不明 集落 不明 不明
愛媛 松木広田遺跡 4b 復元5.1 祭祀 ＳＫ１８ 前Ⅲ期～前Ⅳ期
愛媛 火内遺跡 4b 6.0 祭祀？・海の祭祀？ 海の祭祀か？ 中Ⅲ期～後Ⅰ期
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 4b 3.9 祭祀・井戸の祭祀 井戸の祭祀 前Ⅲ期～前Ⅳ期
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 4b 4.1 祭祀・井戸の祭祀 井戸の祭祀 前Ⅲ期～前Ⅳ期
東京 伊興遺跡谷下地区 4b 5.2 祭祀 表採 前期～中期
福岡 谷遺跡 4 4.3 集落・住居 竪穴住居 前Ⅰ期～前Ⅱ期
神奈川 宮前小台遺跡 4 6.3 集落・住居 住居 前期
鳥取 長瀬高浜遺跡 5 4.3 集落 ＳＩ249 前Ⅳ期～前Ⅵ期
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 5 3.7 祭祀・井戸の祭祀 井戸の祭祀 前Ⅲ期～前Ⅳ期
兵庫 下坂部遺跡 5 3.7 集落 埋め戻しで出土。 前期～中期
静岡 元宮川神明原遺跡 5 4.4 祭祀 表土除去中に出土。前Ⅴ期～前Ⅵ期
静岡 小深田遺跡第7地点D－23住居 5 3.7 集落・住居 住居 前Ⅴ期～前Ⅶ期
長野 篠ノ井遺跡 5 3.3 集落・住居 住居 前Ⅲ期～前Ⅴ期
千葉 西初石五丁目遺跡 5 4.1 集落・住居 住居 前Ⅳ期～前Ⅴ期
岡山 百間川沢田遺跡 6 集落 前Ⅴ期～前Ⅵ期
香川 居石遺跡 6 3.6 祭祀・河川跡 河川跡 前Ⅲ期～前Ⅳ期
兵庫 藤江別所遺跡井戸址 6 3.0 祭祀・井戸の祭祀 井戸の祭祀 前Ⅲ期～前Ⅳ期
兵庫 吉田南遺跡 6 2.8 集落 溝 前期
大阪 溝咋遺跡 6 3.0 集落 穴 前期
三重 土山遺跡 6 3.3 祭祀・岩盤路頭部 岩盤露頭部 中Ⅲ期～後Ⅰ期
滋賀 高溝遺跡大溝 6 3.6 集落・溝 溝 前期
新潟 西川内南遺跡 6 2.8 包含層 包含層 前Ⅱ期～前Ⅲ期
福井 漆谷遺跡 7 集落 包含層 不明
佐賀 佐志中通遺跡 7ⅰ 5.0 集落 集落 不明
岡山 津寺遺跡 7ⅰ 6.0 集落・住居 住居 前Ⅱ期～前Ⅳ期
千葉 駒形遺跡第１住居跡南円形土壙 7ⅰ 記述なし 集落・土坑 土坑 前Ⅰ期～前Ⅶ期
広島 毘沙門台遺跡 7ⅱ 6.0 集落・住居 住居 前Ⅰ期～前Ⅲ期





























歯文鏡は現在８面を確認している (4)。愛媛県大木遺跡例（第 32 図４）、鳥取
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第 44 図 重圏文鏡の諸例
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≪ 22．岡山県一宮天神山 2 号墳≫
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≪ 42．兵庫県松本遺跡≫
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≪ 64．滋賀県松原内湖遺跡≫
　　田中勝弘　1999　「滋賀県」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 56 集、220 － 235 頁。
≪ 65．滋賀県高溝遺跡≫
　　宮崎幹也編　1990　『高溝遺跡』近江町文化財調査報告書第４集、近江町教育委員会。


















































































































≪ 94．千葉県太田・大篠塚遺跡 48 号住居≫





≪ 96．千葉県多古台遺跡 No. ４地点１号墳≫
　　白井久美子　1994　「千葉県」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 56 集、82 － 95 頁。
≪ 97．千葉県片野向遺跡≫













































　　イエンス社、17 － 20 頁。　
　　櫃本誠一　2002　「藤江別所遺跡」『兵庫県の出土古鏡』学生社、112 － 114 頁。
≪４．兵庫県宿山１号墳≫






































































































































































































ＢＣ－Ｄ類 外区：櫛歯文－複線波文                 
Ｄ－Ａ３類 外区：無文                                      
Ｄ－Ｂ類 外区：無文                                     
Ｄ－Ｂ２類 外区：無文                                     











面径 5.0 ㎝、重量 22 ｇ、縁厚 0.2 ㎝、縁幅 0.7 ㎝、鈕幅 1.1 ㎝、鈕高 0.5 ㎝、














できない。面径 7.7 ㎝、重量 52.9 ｇ、縁厚 0.25 ㎝、縁幅 0.5 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、











　西都原古墳群は一ツ瀬川の右岸、標高 60 ～ 70 ｍの西都原台地を中心に、







鋳上がりが良い。赤色顔料が外区に付着している。面径 8.9 ㎝、重量 102 ｇ、
縁幅 1.1 ㎝、鈕幅 1.9 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.6 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝である。





































や悪い。珠文鏡の面径は 6.2cm、重量８ｇ、縁幅 1.1 ㎝、縁厚 0.15 ㎝、鈕幅



































る。面径 7.2cm、重量 58 ｇ、縁厚 0.2 ㎝、縁幅 1.2 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.7









　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は面径 8.7 ㎝、重量 59 ｇ、縁厚 0.25
～ 0.35 ㎝、縁幅 0.9 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.9 ㎝、鈕孔幅 0.7 ㎝、鈕孔高 0.3


















色顔料の付着がみられる。面径 5.7 ㎝、重量 24ｇ、縁厚 0.17 ～ 0.19 ㎝、縁幅 1.3






















27　福岡県八女市立山山 23 号墳（第 51 図５）















































色を呈し、銅質や鋳上がりは良い。面径 7.1 ㎝、重量 35ｇ、縁厚 0.25 ～ 0．37 ㎝、
































縁幅 2.0 ㎝、鈕幅 1.55 ㎝である。珠文径 0.32 ～ 0.38 ㎝と大型である。鈕孔
形態は方形に近い。文様構成は鈕から外に向かって、圏線３－珠文 1 列－圏線
１－櫛歯文帯となる。分類はＤ－Ｂ類である。








　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は面径 8.2 ㎝、重量 78 ｇ、縁厚 0.36
～ 0.38 ㎝、縁幅 0.8 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.25
㎝、珠文径 0.1 ～ 0.2 ㎝である。鈕孔形態は方形である。縁部の角は全く丸み
を帯びず角がある。文様構成は鈕から外に向かって、圏線１－珠文２列－２条
172



































































































面径 7.0 ㎝、重量 58 ｇ、縁厚 0.19 ～ 0.24 ㎝、縁幅 0.6 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、鈕高 0.7















































㎝、重量 23 ｇ、縁幅 1.0 ㎝、縁厚 0.17 ～ 0.20 ㎝、鈕幅 1.0 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、









われている。珠文鏡は面径 9.6 ㎝、重量 114 ｇ、縁厚 0.22 ～ 0.35 ㎝、縁幅 1.0













およそ３分の２程度が緑錆に覆われている。面径 6.6 ㎝、重量 42 ｇ、縁厚 0.22
～ 0.31 ㎝、縁幅 0.9 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.2
㎝、珠文径 0.14 ～ 0.18 ㎝である。鈕孔形態は方形である。文様構成は鈕か
ら外に向かって、圏線１－珠文 1 列－圏線２－櫛歯文帯となる。分類はＤ－Ｂ
類である。






10.1 ㎝、縁厚 0.3 ㎝、縁幅 1.1 ㎝、鈕幅 1.73 ㎝、鈕高 0.94 ㎝、鈕孔幅 0.55












　珠文鏡は面径 6.7 ㎝、重量 59 ｇ、縁厚 0.32 ～ 0.36 ㎝、縁幅 0.5 ㎝、鈕幅 1.4




















重量 11 ｇ、縁幅 0.6 ㎝、縁厚 0.22 ～ 0.26 ㎝、鈕幅 1.1 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、








まいである。縁部には緑錆が多くみられる。珠文鏡の面径は 6.8 ㎝。鈕幅 1.8
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復元面径 6.2 ㎝、現重量 15 ｇ、縁厚 0.2 ㎝、縁幅 0.6 ㎝、鈕幅 1.0 ㎝、鈕高 0.7
㎝、珠文径 0.1 ㎝である。文様構成は鈕から外に向かって、圏線２－珠文２列
－櫛歯文帯－無文帯となり、外区は鋸歯文帯となる。分類はＡ－Ｂ類である。
71　広島県福山市今岡古墳（第 49 図４・第 78 図④）
　今岡古墳の出土遺物は珠文鏡のみであるため、時期は判断できない。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は全体的に緑色を呈する。縁部分が一
部欠損している。鋸歯文帯の鋳上がりが悪い。面径 7.3 ㎝、重量、縁厚 0.16


















　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は面径 4.7 ㎝、重量 17 ｇ、縁厚 0.14











　面径 5.1 ㎝、重量 24 ｇ、縁厚 0.20 ～ 0.25 ㎝、縁幅 0.8 ㎝、鈕幅 1.2 ㎝、










る。文様は明瞭に確認できた。面径 4.2 ㎝、重量 17 ｇ、縁厚 0.22 ～ 0.2 ７㎝、












緑銹に覆われる。文様は不鮮明である。面径 5.9 ㎝、重量 16 ｇ、縁厚 0.12 ㎝、





鉄鏃・鉄鉇・鉄鑿が出土している。珠文鏡は 31 ～ 35 才の男性頭骨の右側か
ら出土した。時期は中Ⅲ期～中Ⅳ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は緑色を呈する。一部鋳上がりが悪
い部分がみられる。面径 6.5 ㎝、重量 42 ｇ、縁厚 0.19 ～ 0.21 ㎝、縁幅 1.1





















82　岡山県新見市光坊寺１号墳第Ⅴ主体部（第 49 図５・第 80 図①）






重量 39 ｇ、縁厚 0.31 ～ 0.37 ㎝、鈕幅 1.2 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.4 ㎝、
































































94　島根県松江市社日２号墳（第 52 図６・第 80 図②）
　社日２号墳は辺長 11 × 12 ｍの方墳である。出土遺物は珠文鏡１・管玉であ
る。珠文鏡は頭部付近からの出土と考えられる。時期は前Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は褐色を呈し、鋳上がりは良い。面径 6.4































































107　鳥取県倉吉市向山古墳群宮ノ峰支群 18 号墳（第 81 図①）
　向山宮ノ峰支群は倉吉市の向山に位置する。向山には４世紀から７世紀にか
けての古墳群が 400 基ほど分布しており、宮ノ峰支群は、標高 40 ｍほどの丘
陵に位置し、３面の文様が異なる珠文鏡が出土している。
　宮ノ峰支群 18 号墳は辺長 16.4 × 17.4 ｍの方墳であり、木棺内の出土遺物
は珠文鏡１である。時期は判断できない。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は黒色を呈している。面径 5.9 ㎝、鈕
幅 1.5 ㎝、珠文径 0.15 ㎝である文様構成は鈕から外に向かって、圏線２－珠
文１列－櫛歯文、外区は櫛歯文帯となる。分類はＡ－Ｂ類である。	
108　鳥取県倉吉市向山古墳群宮ノ峰支群 14 号墳（第 80 図③）
　向山古墳群宮ノ峰支群 14 号墳は辺長 13 × 15 ｍの方墳であり、木棺から珠
文鏡１・鉄刀子・管玉・小玉が出土している。時期は前Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡の銅質は良好であり、白銅色を呈する。
鏡面に刀子片が銹着する。面径 6.2 ㎝、縁厚 0.2 ㎝、縁幅 0.9 ㎝、鈕幅 1.7 ㎝、
　　　第４章　珠文鏡の研究
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鈕孔幅 0.5 ㎝、珠文径 0.15 ㎝程度である。文様構成は鈕から外に向かって、
圏線１－珠文１列－櫛歯文帯となる。珠文は整然と配される。分類はＤ－Ｂ類
である。
109　鳥取県倉吉市向山古墳群宮ノ峰支群 13 号墳（第 81 図①）　
　向山古墳群宮ノ峰支群 13 号墳は、辺長 15.6 × 20 ｍの方墳である。木棺内
からは珠文鏡１が出土している。前Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は黒色を呈し、文様の鋳上がりは良い。
面径 7.2 ㎝、縁厚 0.25 ㎝、鈕幅 1.3 ㎝、縁高 0.8 ㎝、鈕幅 0.3 ㎝、鈕孔高 0.2 ㎝、
珠文径 0.1 ～ 0.2 ㎝である。文様構成は、圏線２－珠文２列―櫛歯文帯―無
文帯－櫛歯文帯となる。分類はＤ－Ｂ２類である。
110　鳥取県鳥取市六部山 21 号墳（第 53 図３）　
　六部山古墳群は久末六部山と呼ばれる低い丘陵に位置する。21 号墳は径 10

























































　敷地大塚古墳は径 47 ｍの円墳であり、粘土槨から碧玉製管玉 15・ガラス製
小玉５・鏡７が出土している。鏡は珠文鏡２以外に、面径 16.1cm の獣形鏡が
１面・面径 15.3cm、15.4cm の方格規矩鏡が２面が出土している。面径 6.7cm











い。珠文鏡は面径 5.1 ㎝、重量 23 ｇ、縁厚 0.17 ～ 0.20 ㎝、縁幅 1.0 ㎝、鈕幅 1.0











6.5 ㎝、重量 44 ｇ、縁幅 1.1 ㎝、鈕幅 1.4 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、
190




いる。年代は不明である。珠文鏡は面径 4.9 ㎝であり、珠文 1 列と鋸歯文帯が
確認できる。分類はＡ－Ｄ類である。
123　兵庫県篠山市大師山６号墳



























































































138　京都府長岡京市馬場遺跡ＳＸ 17643（第 81 図④）





考えられる。面径は 7.0cm、現重量 25 ｇ、縁厚 0.26 ～ 0.27 ㎝、縁幅 1.0 ㎝、




















142　大阪府東大阪市千手寺山遺跡遺物包含層（第 53 図７・第 81 図⑤）
　千手寺山遺跡は集落遺跡であり、包含層から珠文鏡２が出土している。時期
は前Ⅴ期～中Ⅰ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は黒褐色を呈し、面径 4.5 ㎝、縁厚 0.15
194







厚 0.15 ㎝、鈕幅 0.7 ㎝、鈕高 0.55 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 0.2 ㎝、珠文
径 0.1 ㎝弱である。分類はＤ－Ｄ類である。当遺跡は２面の珠文鏡が出土して
いる。この２面の鏡は面径と文様の位置が完全に一致している。しかし、143






面径 18.7cm の八獣形鏡が１面、面径 22.1cm・22.1cm・21.5cm・24.5cm の仿
製三角縁三神三獣鏡が４面、内行花文鏡が 14 面（9.3 ×３・8.6 ×２・8.4 ×４・



































































　下井足１号墳は径 20 ｍの円墳である。珠文鏡は面径 4.0 ㎝、分類は不明で
ある。
154　奈良県宇陀市篠楽向山古墳
　篠楽向山古墳は径 15 ｍの円墳である。珠文鏡は面径 6.6 ㎝である。分類は
不明である。
155　三重県横山 14 号墳








































察を行った。珠文鏡は緑色を呈する。面径は5.4㎝、重量 21ｇ、縁厚 0.18～ 0.19

























に欠損がある。面径 8.1 ㎝、縁幅 1.3 ㎝、鈕幅 1.6 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅

























面径 7.7 ～ 7.8 ㎝、重量 75 ｇ、縁厚 0.15 ～ 0.2 ㎝、縁幅 1.15 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、




























































































186　静岡県藤枝市若王子 31 号墳（第 83 図①）
　若王子古墳群はは瀬戸川を挟んだ平野を見下ろす丘陵上に位置し、小円墳が
群集している。31 号墳は辺長 10 ｍの方墳である。割竹形木棺の中から鉄鉇・
柳葉形銅鏃が出土している。時期は前Ⅳ期～前Ⅴ期である。
　珠文鏡の実見・観察を行った。珠文鏡は全体的に腐食が著しく、縁の一部
に欠損がある。面径 7.8 ～ 7.9 ㎝、現重量 55 ｇ、縁幅 1.2 ㎝、鈕幅 1.72 ㎝、






188　静岡県藤枝市女池ヶ谷古墳群 25 号墳（第 51 図３・第 83 図②）






色顔料が付着する。面径 7.8 ㎝、重量 33 ｇ、縁厚 0.31 ～ 0.38 ㎝、縁幅 0.8 ㎝、














的に割れがみられる。面径は 5.5 ㎝、縁幅 0.15 ㎝、鈕幅 1.1 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、









































文様は不鮮明である。面径 7.5 ㎝、重量 34 ｇ、鈕幅 1.5cm、鈕高 0.7 ㎝、鈕










































































重量 13 ｇ、縁幅 0.6 ㎝、鈕幅 0.7 ㎝、鈕高 0.6 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 0.1















は面径 5.6 ㎝、重量 16 ｇ、縁幅 0.4 ㎝、鈕幅 1.0 ㎝、鈕高 0.5 ㎝、鈕孔幅 0.3































































































面径 6.8 ㎝、現重量 16 ｇである。文様構成は鈕から外に向かって、圏線２－
珠文２列－櫛歯文帯となる。分類はＤ－Ｂ類である。

















































235　埼玉県川越市下小坂３号墳（第 53 図４・第 85 図③）



















れている。面径 5.8 ㎝、重量 19 ｇ、縁幅 0.17 ㎝、鈕幅 0.9 ㎝、鈕高 0.5 ㎝、















































































面径 7.3 ㎝、重量 43 ｇ、縁幅 0.8 ㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、





















































































































































Ａ２－Ｂ類　計４面あり、面径 7.8 ㎝から 9.0 ㎝と大きい。佐賀県旭町出土






























































社日２号墳例（第 52 図６）、鳥取県六部山 21 号墳例（第 53 図３）、兵庫県藤


































































































































































































































































































A-B ① 34 1 1 1 13 3 2 1 1 3 8
② 15 5 1 1 2 3 3




A-D ① 6 1 1 1 1 2
② 1 1
③ 2 2
A２－B ① 1 1
② 3 1 2
③ 0
A２－D ① 1 1





AC-B ① 1 1
② 7 1 1 3 2
③ 7 1 1 3 1 1
AC-D ① 3 1 1 1
② 6 1 2 2 1
③ 2 1 1
ACA-D ① 0
② 2 1 1
③ 2 1 1
B-A ① 1 1
② 0





② 3 1 2
③ 3 1 1 1
D-A3 ① 2 1 1
② 0
③ 0
D-B ① 36 1 9 1 1 1 3 3 1 5 2 1 6
② 21 5 2 1 4 2 1 1 1 4
③ 3 1 1 1
D-B2 ① 0
② 1 1
③ 2 1 1










































































































































































































料を用いている（2）。前期では、古墳出土は 48 面、集落遺跡は 10 面、祭祀遺
跡４面である。この時期は集落遺跡や祭祀遺跡からの出土が多い。中期は 66
面である。このうち古墳出土は 59 面、集落遺跡は２面、祭祀遺跡５面である。








径及び辺長 20 ｍ未満の方墳や円墳からの出土例が 17 面と際立っている。全
長 40 ｍ以上の前方後円墳からの出土数は 12 面である。中期は、前期と同様に



































































編年 古墳 集落遺跡 祭祀遺跡 合計（面）
前期 57 10 4 71
中期 62 2 6 70
後期 59 0 3 62































































































































































































A-B 大阪・御旅山古墳 1 21
前方後円・
44.6




A-B・放射状区画 京都・谷垣18号墳 2 円・30～40 円・30～40 中Ⅰ～Ⅱ




A-B 愛知・亀山2号墳 1 1 後Ⅲ
A-B 佐賀・金屋古墳 1 1 円 1 円 後Ⅰ～Ⅱ
A-B 三重・高猿1号墳 1 2 前方後円？ 1 1 前方後円？ 中Ⅰ～Ⅳ
A-B・D-B 岐阜・前山古墳 2 2 円・20 1 1 円・20 後Ⅰ
A-B・D-B 兵庫・敷地大塚古墳 2 5 円・47 1 2 1 1 円・47 中Ⅳ







A２-D 長野・神送塚古墳 1 1 円 1 円 中Ⅳ












AC-D 韓国斉月里古墳 1 1 石室墓？ 1 石室墓？ 中期
AC-D 熊本・鞍掛塚古墳 1 3 円 1 2 円 中期
AC-D 福岡・乙植木3号墳 1 1 円 1 円 後Ⅰ
A-D 三重・志島11号墳 1 1 円？ 1 円？ 後Ⅰ
A-D・特殊 福岡・名木野11号墳 2 円・11 円・11 後Ⅱ








D-B 福岡・鋤崎古墳 1 1 円・47 1 円・47 前Ⅴ～前Ⅶ




D-D 山梨・平林2号墳 1 1 円・15 円・15 後Ⅳ
＊ 珠文鏡より面径の小さなもの。
＊ 珠文鏡が複数出土したもの。  














D-B（２面） 兵庫・藤江別所遺跡 2 2 4 前Ⅱ～Ⅳ
D-B 香川・居石遺跡 1 1 前Ⅳ～Ⅴ



















































A-B 大阪・御旅山古墳 1 21
前方後円・
44.6




A-B・放射状区画 京都・谷垣18号墳 2 円・30～40 円・30～40 中Ⅰ～Ⅱ




A-B 愛知・亀山2号墳 1 1 後Ⅲ
A-B 佐賀・金屋古墳 1 1 円 1 円 後Ⅰ～Ⅱ
A-B 三重・高猿1号墳 1 2 前方後円？ 1 1 前方後円？ 中Ⅰ～Ⅳ
A-B・D-B 岐阜・前山古墳 2 2 円・20 1 1 円・20 後Ⅰ
A-B・D-B 兵庫・敷地大塚古墳 2 5 円・47 1 2 1 1 円・47 中Ⅳ







A２-D 長野・神送塚古墳 1 1 円 1 円 中Ⅳ












AC-D 韓国斉月里古墳 1 1 石室墓？ 1 石室墓？ 中期
AC-D 熊本・鞍掛塚古墳 1 3 円 1 2 円 中期
AC-D 福岡・乙植木3号墳 1 1 円 1 円 後Ⅰ
A-D 三重・志島11号墳 1 1 円？ 1 円？ 後Ⅰ
A-D・特殊 福岡・名木野11号墳 2 円・11 円・11 後Ⅱ








D-B 福岡・鋤崎古墳 1 1 円・47 1 円・47 前Ⅴ～前Ⅶ




D-D 山梨・平林2号墳 1 1 円・15 円・15 後Ⅳ
＊ 珠文鏡より面径の小さなもの。
＊ 珠文鏡が複数出土したもの。  














D-B（２面） 兵庫・藤江別所遺跡 2 2 4 前Ⅱ～Ⅳ
D-B 香川・居石遺跡 1 1 前Ⅳ～Ⅴ
























































































































　Ａ－Ｂ類は大分県灰土山古墳例（第 63 図１）、岡山県妙見山 1 号墳例（第





64 図３）、千葉県大竹古墳群Ｋ 13 号墳例（第 64 図２）は４区画、（伝）奈良
県あやめ池付近例（第 64 図４）、山口県新宮山 1 号墳例（第 64 図１）、熊本県































ら、報告書においても同笵であると指摘されていた。第 81 図⑤に比べ、第 81
図⑥は鋳上がりが悪い。第 80 図⑤にみられる文様以外の鋳肌の凹凸まで見え




































































1 2 3 4
5 6
7 8

























　代吉備』第 13 集、古代吉備研究会、１－ 26 頁。
岩本　崇　2012　「中村１号墳出土珠文鏡と出雲地域の銅鏡出土後期古墳」『中村１号墳』出雲
　市教育委員会、183 － 196 頁。
上野祥史　2004　「韓半島南部出土鏡について」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 110 集、国
　立歴史民俗博物館、403 － 434 頁。
小田富士雄　1987　「韓国古墳出土の倭鏡」『考古学叢考』上巻、吉川弘文館、551 － 567 頁。
後藤守一　1926　「仿製鏡に就いて」『漢式鏡』　雄山閣、877 － 897 頁。
小林三郎　1979　「古墳時代初期倣製鏡の一側面―重圏文鏡と珠文鏡―」『駿台史学』46　明治
大学史学地理学会、78 － 96 頁。
小林三郎　1982　「古墳時代倣製鏡の鏡式について」『明治大学人文科学研究所紀要』第 21 冊　








田　富士雄先生退職記念事業会、303 － 315 頁。
中山清隆・林原利明　1994　「古型倣製鏡の基礎的集成（１）―珠文鏡の集成―」『地域相研究』
　21、地域相研究会、95 － 125 頁。
林　正憲　2005　「小形倭鏡の系譜と社会的意義」『待兼山考古学論集－都出比呂志先生退官記
　念－』大阪大学考古学研究室、267 － 290 頁。
林原利明　1990　「弥生時代終末～古墳時代前期の小形仿製鏡について」『東国史論』第５巻、　
　群馬考古学研究会、49 － 64 頁。
樋口隆康　1979　『古鏡』　新潮社。
藤岡孝司　1991　「重圏文鏡（仿製）鏡小考－３～４世紀における－小形仿製鏡の様相－」『君
津郡市文化財センター研究紀要Ⅴ－設立 10 年記念論集－』財団法人君津郡市文化財センター、　 
57 － 75 頁。





　下町教育委員会、139 － 150 頁。























































































































































































































































































































③鳥取県宮ノ峰支群 14 号墳出土珠文鏡 ④鳥取県宮ノ峰支群 13 号墳出土珠文鏡
第 80 図　珠文鏡の諸例
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　　488 － 501 頁。
≪ 66．広島県牛淵トンネル上古墳≫
　　古瀬清秀　1994　「広島県」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 56 集、国立歴史民俗博物館、












　　488 － 501 頁。
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≪ 106．鳥取県猫山遺跡第 1 号方形周溝墓≫
　　名越　勉ほか　1971　『倉吉市史』倉吉市。　　
　　倉吉市教育委員会編　1985　『猫山遺跡－第３次発掘調査概報』倉吉市教育委員会。　　
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≪ 110．鳥取県六部山 21 号墳≫
　　佐々木　謙・亀井熙人　1972　『鳥取県史１　原始古代』１巻、鳥取県。










≪ 112．鳥取県広岡 88 号墳≫
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　　立歴史民俗博物館、426 － 455 頁。
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≪ 113．兵庫県戒壇寺遺跡≫
　　櫃本誠一　2002　「戒壇寺遺跡」『兵庫県の出土古鏡』学生社、212 － 213 頁。
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　　兵庫考古研究会、１－５頁。　
　　松本正信　1984　「権現山・梶山古墳群」『龍野市史』第４巻、龍野市、250 － 257 頁。
　　櫃本誠一　2002　「権現山９号墳」『兵庫県の出土古鏡』学生社、175 － 176 頁。
≪ 116．兵庫県八代山 1 号墳≫
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　　４－５頁。
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　　櫃本誠一　2002　「亀山古墳」『兵庫県の出土古鏡』学生社、141 － 142 頁。
≪ 118・119．兵庫県敷地大塚古墳≫　　
　　櫃本誠一　1993　「敷地大塚古墳」『兵庫県史　考古資料編』兵庫県、436 － 437 頁。



















　　中村典男　1993　「文堂古墳」『兵庫県史　考古資料編』兵庫県、592 － 594 頁。
　　櫃本誠一　2002　『兵庫県の出土古鏡』学生社、274 － 275 頁。　
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≪ 132．兵庫県長谷・ハナ４号墳第３主体部≫
　　瀬戸谷　晧編　1984　『長谷・ハナ古墳群』但馬考古学研究会。





















≪ 138．京都府馬場遺跡 SX17643 ≫































　　念物調査報告第 29 冊、奈良県教育委員会、84 － 87 頁。　　
　　千賀　久編　1992　『大和の古墳の鏡』橿原考古学研究所附属博物館考古資料集第１冊、　
　　橿原考古学研究所附属博物館。











≪ 150．奈良県薩摩 11 号墳≫



















≪ 155．三重県横山 14 号墳≫
















































　　関西大学博物館、59 － 84 頁。
　　宮内庁書陵部陵墓課編　2005　『宮内庁書陵部所蔵古鏡集成』学生社。
≪ 173．（伝）岐阜県城山≫
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≪ 174．（伝）岐阜県旧可児郡伏見村≫
　　中井正幸　1997　「岐阜県」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 56 集、34 － 65 頁。
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　　八木勝行ほか 1980 『原古墳群白砂ヶ谷支群』 藤枝市教育委員会。 
≪ 185．静岡県岩田山 21 号墳≫
　　藤枝市史編さん委員会編　1970　『藤枝市史』上巻、藤枝市。
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≪ 205 ～ 208．（伝）長野県川柳将軍塚古墳≫
　　森本六爾編　1929　『川柳村将軍塚の研究』岡書院。
　　宮下健司　1979　「長野県川柳将軍塚古墳をめぐる古文献－史料「万伝書覚張」を中心とし
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　　第 21 号、地域相研究会、95 － 125 頁。
≪ 225．千葉県草刈遺跡Ｄ区 039 号住居跡≫
　　大谷弘幸・西野雅人編　2003　『千原台ニュータウンⅪ市原市草刈遺跡（Ｃ区・保存区）』　
　　千葉県文化財センター調査報告第 479 集、財団法人千葉県文化財センター。
≪ 226．千葉県草刈遺跡Ｃ区 97 号住居跡≫
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　　大谷弘幸・西野雅人編　2003　『千原台ニュータウンⅪ市原市草刈遺跡（Ｃ区・保存区）』　
　　千葉県文化財センター調査報告第 479 集、財団法人千葉県文化財センター。
≪ 228．千葉県草刈遺跡Ｃ区 098 号住居跡≫
　　大谷弘幸・西野雅人編　2003　『千原台ニュータウンⅪ市原市草刈遺跡（Ｃ区・保存区）』　
　　千葉県文化財センター調査報告第 479 集、財団法人千葉県文化財センター。
≪ 229．千葉県請西・大山第 31 号墳第２主体部≫
　　白井久美子　1994　「千葉県」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 56 集、国立歴史民俗博物













　　　風土記』第 14 号、坂戸市教育委員会委員会、71 － 92 頁。　
≪ 233．埼玉県柏崎古墳群≫
　　村井　雄・亀井正道・本村豪章・望月幹夫　1986　『東京国立博物館図版目録古墳遺物編（関
















　　物館、212 － 215 頁。

















　　石川正之助　1981　「前二子古墳」『群馬県史　資料編３』群馬県史編さん委員会、72 － 84 頁。
≪ 244．群馬県華蔵寺古墳≫
　　東京国立博物館　1983　『東京国立博物館図版目録』古墳遺物篇（関東Ⅱ）、東京国立博物館、




















































≪ 261．福島県表西山横穴群 30 号墓≫
　　平沢一久　1964「表西山横穴古墳群」　『福島県史　資料編１』６巻、福島県、49 頁。
≪ 262．宮城県新田東遺跡≫
　　柳澤和明・茂木好光・西村　力編　2003　『新田東遺跡 - 三陸自動車道建設関連遺跡調査報 







　　回甲紀念論叢編輯委員會編、99 － 106 頁。　
　　小田富士雄　1988　「韓国古墳出土の倭鏡」『考古学叢考』上巻、斎藤忠先生頌寿記念論文
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第 88 図　花文間の単位文様（下垣 2011 を改変し作成。）

























































































全面にみられる。面径 9.7 ㎝、重量 122 ｇ、縁厚 0.29 ～ 0.37 ㎝、鈕幅 1.9 ㎝、


































　内行花文鏡の実見・観察を行った。内行花文鏡は面径 11.0 ㎝、重量 199 ｇ、






































































































32　愛媛県周桑郡小松町大日裏山１号墳（第 102 図①・第 153 図①）
　大日裏山１号墳は道後平野の南端部に所在し、標高 80 ｍの丘陵上に位置す













　内行花文鏡の実見・観察を行った。面径 7.5 ㎝、重量 60 ｇ、縁厚 0.22 ～ 0.31





34　香川県丸亀市快天山古墳第２号石棺（第 100 図②・第 104 図②）












ている。文様は明瞭に確認できる。鏡は面径9.0㎝、重量 68ｇ、縁厚 0.20～ 0.26
㎝、鈕幅 1.5 ㎝、鈕高 0.7 ㎝、鈕孔幅 0.5 ㎝、鈕孔高 0.3 ㎝、鈕孔形態は方
形である。文様構成は鈕から外に向かって、２圏線－６花文－無文帯－櫛歯文
帯となる。花文間には線文４式が配される。分類はＤ－ＢＤ類である。




　内行花文鏡の実見・観察を行った。鏡は面径 10.6 ㎝、重量 136 ｇ、縁厚 0.27

























り、文様の一部は不鮮明である。面径 11.5 ㎝、重量 191 ｇ、縁厚 0.38 ～ 0.44





　竜王山古墳は岩崎山古墳群から北約 0.5 ㎞、標高 70 ｍの山腹に立地する。












　内行花文鏡の実見・観察を行った。面径 11.2 ㎝、重量 118 ｇ、縁厚 0.3 ㎝、








































分の２の破片である。面径 11.7 ㎝、重量 82 ｇ、縁厚 0.31 ㎝、鈕幅 1.7 ㎝、




























面の文様は不明瞭である。内行花文鏡の面径は 7.8 ㎝、重量 46 ｇ、縁厚 0.22
～ 0.29 ㎝、鈕幅 1.4 ㎝、鈕高 0.8 ㎝、鈕孔幅 0.4 ㎝、鈕孔高 0.4 ㎝である。
鈕孔形態は正円である。文様構成は６花文－櫛歯文帯であり、外区は鋸歯文帯
となる。文様構成は不明瞭であるため、分類は行っていない。







　内行花文鏡の実見・観察を行った。内行花文鏡は面径 9.6 ㎝、重量 89 ｇ、
















　内行花文鏡の実見・観察を行った。面径 8.6 ㎝、重量 28 ｇ、縁厚 0.21 ～ 0.31


































58　広島県福山市山ノ神１号墳第１号箱式石棺（第 98 図①・第 155 図①）




い平織の布目が残存する。面径は 7.1 ㎝、重量 52 ｇ、縁厚 0.23 ～ 0.26 ㎝、



































後方墳、径 10 ～ 15 ｍの円墳・方墳の計 16 基で構成されていた。丘陵尾根末
端の稜線上に近接する古墳群である。15 号墳は径 11.5 ｍの円墳である。墓壙
内上面からは土師器が出土している。時期は中期である。
346
　内行花文鏡は面径 9.2 ㎝、縁厚 0.3 ㎝である。文様構成は鈕から外に向かっ
て、２圏線－平頂素文帯－８花文－珠文帯－櫛歯文帯である。花文間には珠文
１点が配され、珠文１式である。分類はＤ－ＢＳ類である。

















































文 11 式が配される。分類はＤ－Ｂ ´ Ｋ類である。
72・73・74・75・76・77　岡山県備前市鶴山丸山古墳（第 113 図②）
　鶴山丸山古墳は吉井川東岸の低丘陵北のはずれにあり、標高 60 ｍの頂に位













































81　島根県松江市奥才 14 号墳（第 145 図②）
　奥才 14 号墳は標高 54 ｍの丘陵上に位置する。奥才古墳群 46 基中の１基で















































画文帯神獣鏡は面径 19.8cm である。舶載三角縁神獣鏡は面径 21.6cm である。


























91　鳥取県鳥取市本高 14 号墳（第 133 図②）






















































































































































113・114　京都府京田辺市興戸２号墳（第 139 図①・第 156 図①）
　興戸２号墳は径 28 ｍの円墳であり、粘土槨からは内行花文鏡２・管玉・鍬
形石・石釧・鉄剣が出土している。時期は前Ⅴ期～前Ⅶ期である。
　内行花文鏡（113、第 149 図①）は面径 12.2 ㎝である。文様構成は鈕から
外に向かって、櫛歯文帯－珠文帯－６花文－珠文帯－櫛歯文帯－無文帯であ
る。分類はＤ－ＤＢＳ類である。花文間には曲線文１式が配される。

























119 － 131 大阪府羽曳野市御旅山古墳（第 134 図①）
















　内行花文鏡の実見・観察を行った。面径 7.3 ㎝、重量 37 ｇ、縁厚 0.18 ～ 0.22










鏡は、面径 19.1cm である。舶載二神二獣鏡は、面径 16.8cm である。舶載画









































































149　奈良県橿原市新沢 213 号墳（第 115 図①）
　新沢千塚は橿原市の西南部、貝吹山の西北の山裾に位置する。南北４㎞・東






150　奈良県橿原市新沢 500 号墳（第 143 図①）
　新沢千塚は橿原市の西南部、貝吹山の西北の山裾に位置する。南北４㎞・東
































































159 － 172　奈良県北葛城郡広陵町新山古墳（第 149 図①）





　159 の内行花文鏡は面径 11.9 ㎝である。文様構成は鈕から外に向かって、
３圏線－６花文－櫛歯文帯であり、外区は鋸歯文帯となる。花文間は珠文を充
填しており、珠文３式である。分類はＡＤＡ－Ｂ亜類である。









　162 の内行花文鏡は面径 16.5 ㎝である。文様構成は鈕から外に向かって、
四葉座（Ⅳ式）－平頂素文帯－６花文－有節松葉文帯－櫛歯文帯であり、花文
間には珠文３が配され、珠文２式である。分類はＤ－ＢＹＢ亜類である。
































































重圏文鏡と捩文鏡の面径は共に面径 5.9cm である。内行花文鏡は面径 6.9 ㎝
であり、文様が不鮮明であり、分類できない。
185　三重県松阪市高田２号墳










































































































































































































214　静岡県富士市富士岡古墳群Ｆ 49 号墳（第 159 図①）

















































































　内行花文鏡は面径 10.8 ㎝、重量 119.1 ｇである。文様構成は鈕から外に向
かって、櫛歯文帯－平頂素文帯－８花文－櫛歯文帯であり、花文間には珠文１
点の珠文１式が配される。分類はＤ－Ｂ類である。






































231　千葉県山武市島戸境１号墳（第 106 図①・第 158 図①）











































236・237　群馬県須坂市柴崎蟹沢古墳（第 117 図②・第 134 図②）




　内行花文鏡の１面（236、第 128 図①）は 10.4cm であり、文様構成は鈕か
ら外に向かって、２圏線－平頂素文帯－８花文－櫛歯文帯であり、花文は珠文
３点の珠文２式が配される。分類はＤ－Ｂ類である。























































































態で出土している。２号墳は径 21 × 22 ｍの円墳であり、内行花文鏡は古墳の
下層遺構に伴う可能性も指摘されている。時期は中Ⅳ期～後Ⅰ期である。












251　宮城県伊具郡丸森町台町 20 号墳（第 150 図②）
　台町古墳群は金山の台町丘陵上に位置し、墳長 33 ｍの前方後円墳の他に、
大小 17 基の円墳で構成される主群があり、近くに新町・上片山の支群もある。






























































Ｄ－Ｂ 5 21 1 2




Ｄ－ＢＹＢ 1 5 1
Ｄ－ＢＹＢ亜 3 1 1
Ｄ－ＢＹＳ 2






ＡＤＡ－Ｂ亜 2 6 1
Ａ－ＣＢ 1 1





























古墳例、群馬県赤堀茶臼山古墳２号槨例がある。面径は 7.4 ㎝～ 12.0 ㎝であ
る。７花文は１面のみであり、宮崎県六の原古墳例がある。面径は 9.5㎝である。
８花文は３面であり、熊本県城の本古墳例、鳥取県上の山古墳例、群馬県下佐























２例、富山県国分山Ａ号墳例、愛知県甲屋敷例がある。面径は 8.1 ㎝～ 11.1
㎝である。７花文は２面であり、福岡県老司古墳３号石室例、広島県石鎚権現







　８花文は８面であり、福岡県沖ノ島 17 号遺跡例、島根県奥才 14 号墳例、大
阪府慈願寺山古墳群例、奈良県柳本大塚古墳例、奈良県下池山古墳例、奈良県
新沢 500 号墳例、滋賀県石渕山古墳例、静岡県松林山古墳例がある。面径は








ある。面径は 17.2 ㎝～ 17.4 ㎝である。８花文は 14 面であり、福岡県沖ノ島
















面径は 8.0 ㎝～ 12.4 ㎝である。
　７花文は１面のみであり、鳥取県馬山古墳出土例がある。面径 12.0 ㎝である。
　８花文は８面あり、香川県岩崎山５号墳例、岡山県用木 15 号墳第１主体部例、






































群例、奈良県新山古墳例、静岡県富士岡古墳群Ｆ 48 号墳例がある。面径は 7.6
㎝～ 11.9 ㎝である。
　７花文は２面であり、岡山県江崎古墳例、奈良県北原西古墳例である。面径
は 9.3 ㎝・11.4 ㎝である。８花文は１面のみであり、広島県丸古古墳例である。
面径は 9.5 ㎝である。９花文は２面であり、佐賀県高畠古墳例、兵庫県手柄山










十二天古墳例である。面径は 10.1 ㎝・14.1 ㎝である。６花文は１面のみであり、































































































































































































































































　Ｄ－ＢＫ ´ 類は３面あり、岡山県近長丸山１号墳（第 109 図①）は５花文、
北島遺跡（第 109 図③）は６花文、兵庫県竜山５号墳（第 109 図②）は７花
文が確認されている。花文の大きさはそれぞれ統一されている。












































































































































































































































































































花 文 の 直 径 が 同 じ

















































蟹沢古墳（第 145 図②）・香川県前の原７号墳（第 133 図①）・広島県横路１
号墳（第 131 図①）・伝京都府大塚古墳（第 131 図②）・岡山県竹田９号墳例（第
132 図①）は、花文を描く円の大きさが統一されている。
　花文を描く円の大きさが異なるものは、鳥取県本高 14 号墳例（第 133 図②）・
愛知県白山藪古墳例（第 132 図②）・奈良県衛門戸丸塚古墳例６面（第 136 図





































































































































































































　なお面径 11.0 ㎝未満の小型の内行花文鏡でみると、花文数は 91 例中、４花























群Ｆ 49 号墳例（第 94 図２）は文様の配置が全く同じであることから、同笵（型）
であることを確認した。鈕孔の位置も類似しており、製作時に意識して鈕孔を





　他には奈良県愛知県篠木古墳群（11.0 ㎝・第 92 図①）・奈良県佐味田貝吹
山古墳例（12.1 ㎝・第 92 図②）である。この２面は面径が 1.1 ㎝異なってい
るものの、文様の配置が共通していることから、おそらく篠木古墳群出土例は
何度かの踏み返しによって製作されたと考える。
　 そ の 他 に 東 京 都 扇 塚 古 墳 例（8.5 ㎝・ 第 93 図 ① ）・ 大 分 県 千 石 古 墳






































































　前期の遺跡の種類は、前方後円墳 28 基 47 面、前方後方墳６基 28 面、円墳
36 基 48 面、方墳７基７面、祭祀・集落遺跡７面、その他８遺跡９面である。
古墳の種類と規模についてみる。
　ここでは小型①を面径６㎝未満、小型②を面径６㎝以上８㎝未満、小型③を
面径８㎝以上 11 ㎝未満、中型①を面径 11 ㎝以上 14 ㎝未満、中型②を面径 14

















　この時期は 43 遺跡 49 面あり、前期に比べると出土遺跡数が減少している。





前方後円墳 28(46) 6 1
前方後方墳 6(28) 2
円墳 36(48) 26（28） 3
方墳 7 3
祭祀・集落遺跡 7 2(4)




墳形 □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ●
20ｍ未満 1 10 3
20m以上40m未満 4 1 1 1 2 3 3 2(3) 2
40m以上60m未満 1 1 16（4） 2 1(3) 1(3)
60m以上80m未満 1 1(2) 4(3) 1
80m以上100m未満 1（3） 1 1(2) 1 1
100m以上 1 1 1 5
5 1 1 4 12 3 1 22 5 1 6 1 5 1 7
中Ⅰ期～中Ⅳ期
面径の分類
墳形 □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ● □ ○ ■ ●
20ｍ未満 1 4(5) 2
20m以上40m未満 2 4 1 3 1 2




4 9 1 5 5 1 2
後Ⅰ期～後Ⅳ期
面径の分類







1 1 3 2 3
　 □は円墳、○は方墳、■は前方後方墳、●は前方後円墳を示す。
　 小型② 小型③ 中型① 中型② 大型
大型
小型① 小型② 小型③ 中型① 中型② 大型
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    ②鳥取県青谷上寺地遺跡出土内行花文鏡の花文の配置方法








    ②東京都舘町 515 号遺跡出土鏡の花文の配置方法
第〓図　内行花文鏡の花文の配置







    ①岡山県近長丸山１号墳（D-B´K類・５花文
　　　　　・変形文 11 式・9.0 ㎝）
   ②兵庫県竜山５号墳（D-B´K類・７花文
　　　　　・線文１式・9.1 ㎝）
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≪ 148　奈良県新沢 129 号墳≫
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　　楢崎彰一ほか　1979　『岐阜県史』資料編考古・文化財、岐阜県。































≪ 214　静岡県富士岡古墳群Ｆ 49 号墳≫
　　吉原市教育委員会　1958　『吉原市の古墳』吉原市教育委員会。
≪ 215　山梨県鳥居原古墳≫










≪ 221　長野県塚原 10 号墳≫
　　長野県史刊行会　1988　『長野県史考古資料編４（遺構・遺物）』全１巻、長野県史刊行会。








































































　　43 － 52 頁。
≪ 252　大韓民国慶尚南道三東洞 18 号墓≫
　　小田富士雄　1988　「韓国古墳出土の倭鏡」『考古学叢考』上巻、斎藤忠先生頌寿記念論文





























































































１ ・ ３． 群馬県剣崎天神山古墳　２． 埼玉県須黒神社遺跡　
４～５． 山口県神田遺跡　６． 群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡　７． 群馬県簗瀬二子塚古墳　

























　石製模造鏡は、面径 6.0 ～ 6.1 ㎝であり、円形の鈕をもち、櫛歯文と１圏線
が描かれている。分類は１類である。
５　福岡県宗像市名残６号墳
　名残６号墳は標高 30 ～ 60 ｍの丘陵上に位置し、横穴式石室より石製模造鏡
１・土玉が出土している。時期は後Ⅱ期である。















































　石製模造鏡の実見・観察を行った。面径 3.6 ㎝、重量 14 ｇ、縁厚 0.4 ㎝、


















































































































































　石製模造鏡２面が確認でき、１面は面径 6.0 ㎝、重量 41 ｇ、滑石製品で色
調は暗青緑色である。鈕は方形であり、鈕孔は両側から斜めに丸く穿孔してい
る鏡体は丸みをもつ。分類は３類である。









































住居跡（7.1 × 7.1 ｍ）から石製模造鏡１・土師器が出土し、61 号住居跡から
は土玉が出土している。
　石製模造鏡の実見・観察を行った。色調は黒色であり、面径は 5.6 × 5.9 ㎝、






























5.5 × 5.7 ㎝、重量 52 ｇ、縁厚 0.7 ㎝、鈕幅 1.7 ㎝、鈕高 1.3 ㎝、鈕孔幅 0.15
㎝、鈕孔高 0.15 ㎝、鈕孔形態は円形である。鈕の形態は方形であり、分類は
３類である。鏡背面には鉄製工具で削った痕跡が確認できる。

































量 70 ｇ、鈕幅 2.5 ㎝、鈕高 1.3 ㎝、鈕孔幅 0.2 ㎝、鈕孔高 0.2 ㎝である。分
類は１類である。
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第 179 図　勝坂祭祀遺跡出土銅鏡 ( 加藤ほか 2010 より転載）　
558
















































































































































































　　後藤守一　1937　「上野國碓水郡八幡村大字剣崎字長瀞西古墳」『帝室博物館学報』第 8 冊 
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≪ 56．福島県真野古墳群Ａ地区 49 号墳≫

















































































































































１． 広島県梨ヶ谷遺跡　２． 熊本県柳町遺跡　３． 熊本県両迫間日渡遺跡


























































土製模造鏡は面径 2.8 × 3.0 ㎝・2.5 × 2.9 ㎝であり、時期は後Ⅱ期である。
　他にも包含層より土製模造鏡１点が出土している。面径は 2.3 × 4.5 ㎝であ
る。時期は判断できない。分類はすべて２類である。


























































































期である。　土製模造鏡は面径 3.5 ㎝と 3.8 ㎝である。分類は共に４類である。
27　福岡県筑後郡那珂川町平蔵遺跡
　平蔵遺跡は集落遺跡であり、包含層から土製模造鏡１点が出土している。時


























あり、2.1 × 2.5 ㎝で、分類は４類である。時期は後Ⅱ期である。11 号住居は
4.3 ㎝であり、時期は後Ⅰ期である。15 号住居出土例は２面出土しており、面
径は約 3.0 × 4.0 ㎝・約 3.0 × 3.8 ㎝で、分類は４類である。時期は後Ⅱ期
である。19 号住居出土例は面径 3.4 ㎝で、分類は４類である。時期は後Ⅱ期
である。25 号住居出土例は面径 2.1 × 3.4 ㎝と 2.3 × 3.8 ㎝で、分類は４類




83 軒検出され、土製模造鏡は 44・66・71 号住居、および遺構外から出土して
いる。44 号住居は土製模造鏡３点が出土しており、面径は 2.5 × 3.0 ㎝、2.8
× 3.0 ㎝・3.3 × 3.4 ㎝であり、分類は４類である。土師器・土製模造鏡３・
手捏土器が出土している。中Ⅲ期～中Ⅳ期である。
　66 号住居は土製模造鏡１であり、面径 2.1 × 3.2 ㎝で、分類は４類である。
時期は後Ⅰ期～後Ⅱ期である。土師器・土製模造鏡１が出土している。










































































































































































































































　土製模造鏡は面径 5.2 × 5.5 ㎝・7.1 ㎝であり、分類は共に４類である。





Ｆ 10 は６点で４類、ＳＦ 11 は 15 点で分類は１類１面、４類 14 面である。Ｓ














　包含層からは土製模造鏡が４点出土し、面径は 5.2 × 5.4 ㎝・4.9 ㎝・6.2
㎝である。分類はすべて４類である。時期は中Ⅳ期～後Ⅱ期である。





































　土製模造鏡の実見・観察を行った。４面の土製模造鏡は面径 5.8 × 6.2 ㎝・
594
5.9 × 6.0 ㎝・6.7 × 7.0 ㎝・復元径 4.2 ㎝である。
　このうち面径 5.8 × 6.2 ㎝の土製模造鏡の鏡背面には櫛歯文帯が描かれて















期は７世紀後半である。面径は 4.3 × 5.0 ㎝・4.5 × 4.5 ㎝であり、共に分類
は４類である。２点共に橙色であり、形状が類似することから、同時に製作さ
れたと思われる。
101　山口県美祢市国秀遺跡（第 200 ③～⑧・201・202 図）
　国秀遺跡は厚東川と日峰川による扇状地に立地する。古墳時代後期から８世
紀の竪穴住居跡 120 軒が検出されている。土製模造鏡や手捏土器もみられる。
　土製模造鏡の実見・観察を行った。土製模造鏡は竪穴住居ＳＢ 22 から 1 点
出土しており、面径は 4.8 × 5.2 ㎝である。分類は４類である。時期は７世紀
末～８世紀前半である。
　竪穴住居ＳＢ 26からは土製模造鏡 1点が出土しており、面径 5.6× 6.3 ㎝で、
分類は４類である。時期は７世紀後半である。
　竪穴住居ＳＢ 90 からは土製模造鏡６点が出土しており、面径 1.4 × 2.9 ㎝・





　竪穴住居ＳＢ 93 からは８点出土しており、面径 2.5 × 2.9 ㎝・2.2 × 3.2 ㎝・







　梨ヶ谷遺跡は標高 107 ～ 125 ｍの尾根筋に位置している。弥生時代後期の
集落遺跡であり、竪穴住居や土坑が検出されている。第３号住居から土製模造
鏡１・手捏土器が出土している。時期は弥生後期後半である。














　古寺２号遺跡は西条盆地の中央部に広がる標高 228 ～ 244 ｍの低丘陵の先
端部に位置し、周囲の水田からの比高は約 10 ｍである。一辺 3.7 ｍのＦ２-
０２住居址からは土製模造鏡２点・土師器・ミニチュア土器・不明土製品・土
製管玉が出土している。時期は中Ⅱ期～中Ⅲ期である。　

















のうち面径の判断できるものは面径 3.1 ㎝・3.4 ㎝・3.8 ㎝・3.8 ㎝・4.0 ㎝・
4.1 ㎝・4.3 ㎝・4.5 ㎝・4.8 ㎝・5.3 ㎝・5.5 ㎝・5.5 ㎝・5.5 ㎝・5.6 ㎝・6.1
㎝・6.6 ㎝・7.0 ㎝である。鏡体の形状は楕円形・正円がみられる。29 点のう
ち２点は粘土紐を貼り付けて鈕を作るものであり、分類３類である。面径は 3.1
㎝と 4.1 ㎝である。残りは指で摘み上げて作るものであり、25 面は４類である。
109　広島県庄原市大成遺跡
　大成遺跡は庄原盆地の北東方向に延びる丘陵端部に位置している。標高は
約 270 ～ 280 ｍであり、周囲との比高は約 20 ～ 30 ｍである。調査区の包含
層から手捏土器・勾玉・土製模造鏡１点・土馬・石製玉・土師器・須恵器が出
土している。時期は中期である。














































































































































































面径は 4.1cm ・4.3 ㎝・4.6 ㎝・4.8 ㎝・5.2 ㎝・5.4 ㎝・5.5 ㎝・5.5 ㎝・6.5



































































































































　土製模造鏡は計 23 点であり、１点は破片で、それ以外は完形である。面径 2.5
㎝・2.9 ㎝は４点・3.1 ㎝・3.3 ㎝は５点・3.6 ㎝は３点・4.0 ㎝は２点・4.1 ㎝・















土製模造鏡は 3.3 ㎝・3.9 ㎝・4.8 ㎝・6.0 ㎝・9.9 ㎝であり、土製模造鈴鏡は 6.3






















































代前期の大形住居跡の窪地にあり、直径 0.5 ｍ、深さ 1.1 ｍから、多量の土師器・
石製模造品の有孔円板・剣形・扁平勾玉・釧形の環状製品・棒状製品・臼玉・
剥片が出土している。時期は中Ⅳ期～後Ⅰ期である。


























































































































































鏡 20・鍬・臼・勾玉・円板・手捏土器、遺構外から土製鏡３・手捏土器 16 が
出土している。






























































































































































































































































































































































































































　記念論文集刊行会、297 － 307 頁。
小山雅人　1992　「土製模造鏡」『京都府遺跡調査報告書』第 17 冊、（財）京都府埋蔵文化財調















































































































































































③佐賀県平尾二本杉遺跡 P10653 出土土製摸造鏡 ④佐賀県平尾二本杉遺跡 SK1290
　　　出土土製摸造鏡 




































①高知具同中山遺跡出土土製模造鏡 (42) ②高知具同中山遺跡出土土製模造鏡 (48)






























④山口県国秀遺跡出土土製模造鏡（154  ）③山口県国秀遺跡出土土製模造鏡（153  ）




第 202 図　土製模造鏡の諸例　　　　　　　　　　　　　　　　　 図版60
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　　及川良彦　1992　「調査概要－№ 918 遺跡」『東京都埋蔵文化財センター年報 12 1991 年度』































































































































跡出土重圏文鏡（第 210 図⑧）や大阪府利倉南遺跡出土鋸歯文鏡（第 210 図⑦）・
兵庫県長田神社境内遺跡出土鋸歯文鏡（第 210 図⑥）もこれに含まれるもので
ある。
②重圏文鏡の鈕孔形態（第 211 図～第 215 図）
　重圏文鏡の鈕孔形態については、方形のもの（第 211 図⑨・⑪・⑬・⑯・㉔、
第 212 図㉗・㉘・㉛・㉜・㉝・㉞・㊲・㊳・㊴・㊶・㊷・㊹・㊺・㊻・㊼・㊽、
第 213 図①・②）、半円形のもの（第 212 図㉖）、円形のもの（第 212 図㊵・㊸）
がある。その他は鈕が小さく鈕孔の形状も不整方形や楕円形であり、曖昧なも
のである。重圏文鏡の多くは、方形鈕孔が多いと判明した。
③珠文鏡の鈕孔形態（第 216 図～第 219 図）
　珠文鏡の鈕孔形態については、円形のもの（第 216 図②・⑥・⑦）、方形の
もの（第 216 図⑨・⑩・⑪・⑯・㉑・第 217 図㉗・㉙・㉝・㊲・㊹・㊻）、正
方形（第 216 図⑭・第 217 図㉞）のものがあり、それ以外は不整方形や楕円形
の鈕孔である。
704
④内行花文鏡の鈕孔形態（第 220 図～第 221 図）
　鈕孔形態は半円形のもの（第 220 図⑧）、円形のもの（第 220 図⑯・⑱）、
方形のもの（第 220 図①・③・⑤・⑨・⑪・⑮）があり、方形のものが最も多い。
⑤素文鏡の鈕孔形態（第 222 図～第 224 図）


















































































































⑬鳥取県長瀬高浜遺跡 3EⅡd地区 ⑭広島県石鎚権現７号墳 ⑮岡山県下湯原 B遺跡 ⑯兵庫県藤江別所遺跡
⑰兵庫県藤江別所遺跡 ⑱兵庫県木戸原遺跡 ⑲大阪府久宝寺遺跡 ⑳和歌山県大谷古墳Mc35 

















































































25 号墳・岡山県斎富遺跡・岡山県殿山 10 号墳・岡山県光坊寺１号墳・岡山県
横田遺跡・神奈川県勝坂祭遺跡５面・新潟県蔵王遺跡・島根県御崎山古墳・大
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素文鏡 重圏文鏡 内行花文鏡 珠文鏡
前方後円墳 2 6 44 11
前方後方墳 2
円墳 1 5 10 11
方墳 7 23 13
祭祀・集落遺跡 11 37 4 14
中Ⅰ期～中Ⅳ期
素文鏡 重圏文鏡 内行花文鏡 珠文鏡
前方後円墳 2 7 6
前方後方墳 1
円墳 1 2 1 20
方墳 2 18 6
祭祀・集落遺跡 8 2 4 8
後Ⅰ期～後Ⅳ期
素文鏡 重圏文鏡 内行花文鏡 珠文鏡
前方後円墳 1 6 6
前方後方墳
円墳 1 3 20
方墳 1 1 5
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　究報告』Ⅰ、「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界遺産推進会議、329 － 367 頁。
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第 17 図　2 は小林 1979 より転載。6 は岡部編 2008 より再トレース。７は正岡 1985 より転載お
　　よび再トレース。８は浪江・藤原・三浦・加藤・林 1993 より再トレース。ほかは筆者実測。
第 18 図　１は筆者実測。２は富田・亥野・勇・大路編 1981 より再トレース。３は森本編 1929
　　より再トレース。４は児玉編 1984 より再トレース。５は小林 1979 より転載。
第 18 図　11 は亀田編 1982 より再トレース。ほかは筆者作成。
第 19 図～第 21 図　筆者作成。
第 22 図　２は岡田編 1981 より。ほかは筆者作成。
第 23 図　１は野永編 2005 より再トレース。６は内本・長嶺編 1998 より再トレース。７は宮崎
　　編 1990 より再トレース。ほかは筆者作成。
第 24 図　筆者作成。
第 25 図　２は善入編 2012 より再トレース。ほかは筆者作成。
第 26 図　筆者撮影。
第 27 図　１は野田 1983 より再トレース。２の断面は福田編 1990 より転載・断面図は筆者作成。
　　ほかは筆者実測。
第 28 図～第 32 図　筆者作成。
第 33 図～第 34 図　筆者撮影。
第 35 ～第 36 図　筆者作成。
第 37 図～第 46 図　筆者撮影。
第 47 図～第 48 図　筆者作成。
第 49 図　１は内山編 2004 を再トレース。２～４は筆者作成。５の拓本は高畑・福田 1977 より、
　　断面は筆者作成。６の拓本は井上編 1990 より、断面は筆者作成。
第 50 図　１は片岡他 1985 を再トレース。２の拓本は大場他 1975 より、断面は大場他 1975 を
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　　再トレース。３は岡山県立博物館 1974 より。４は佐賀県立博物館 1979 より。５の拓本は松
　　坂市史編さん委員会 1978、断面は松坂市史編さん委員会 1978 を再トレース。６は筆者作成。
第 51 図　１は筆者作成。２は大久保・山越他 1976 より。３は筆者作成。４は拓本は李 2007 より、
　　断面は李 2007 を再トレース。５の拓本は佐田・伊崎 1983 より、断面は佐田・伊崎 1983　
　　より再トレース。６は筆者作成。
第 52 図　１は櫃本 2002 より。２は東京国立博物館 1983 より。３は中村 1993 より。４の拓本
　　は宗像神社復興期成会編 1958 より。断面は宗像神社復興期成会編 1958 より再トレース。５・
　　６は筆者作成。
第 53 図　１は鈴木編 2001 より。２は筆者作成。３の拓本は佐々木・亀井 1972 より。断面は佐々
　　木・亀井 1972 を再トレース。４の平面図は筆者作成、　断面は柳田他 1982 より再トレース。
　　５の拓本は小野編 1998 より、断面は筆者作成。６の拓本は増山 1990 より、断面は筆者作成。
　　７．筆者作成。
第 54 図～第 60 図　筆者作成。
第 61 図　１の拓本は（社）石川県埋蔵文化財保存協会 1998 より、断面は筆者作成。２の拓本
　　は本間他 1997 より、断面は筆者作成。３は筆者作成。
第 62 図　筆者撮影。
第 63 図　１は河野 1915 より。２の拓本は平井 1987 より、断面は平井 1987 を再トレース。３
　　は久見 1981 より。４は金三津・新宅編 2008 を再トレース。５の拓本は倉田 1998 より、断
　　面は倉田 1998 を再トレース。６は古瀬編 2010 を再トレース。
第 64 図　１の拓本は岩崎他 1998 より。断面は筆者作成。２の拓本は田形 1991 より、断面は筆
　　者作成。３は小西編 2004 を再トレース。４は田中 1979 より。５の拓本は乙益 1983 より、
　　断面は乙益 1983 を再トレース。６は久美浜町教育委員会 1998 を再トレース。
第 65 図　３は浜石編 1982 より。他は筆者撮影。
第 66 図　１は財団法人泉屋博古館編 2004 より。他は筆者撮影。
第 67 図～第 71 図　筆者作成。
第 72 図～第 86 図　筆者撮影。
第 87 図～第 91 図　筆者作成。
第 88 図　下垣 2011 を改変し作成。
第 89 図～第 91 図　筆者作成。
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第 92 図　①岩野編 1976 より。②河上他 1986 より。
第 93 図　①扇塚古墳発掘調査団編 2001 より。②は賀川 1971 より。
第 94 図　①奈良県立橿原考古学研究所 2004 より。②は吉原市教育委員会編　1958 より。　
第 95 図　筆者作成。
第 96 図～第 108 図　筆者写真撮影。
第 109 図　①小郷 1992 より。②山本編 1978 より。③は大谷 2004 より。
第 110 図　①金沢市埋蔵文化財センター編 2004 より。
第 111 図　①富山県文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所編 2008 より。②櫃本 2002 より。
第 112 図　①岩見 1975 より。②筆者撮影。
第 113 図　①櫃本 2002 より。②桜井市文化財協会編 2008 より。
第 114 図　①土居 1969 より。②森本 1929 より。
第 115 図　①寺沢 1981 より。②焼津市歴史民俗資料館編 1986 より。
第 116 図　①櫃本 2002 より。②湊 1990 より。
第 117 図　①群馬県教育委員会・高崎市教育委員会編 1963 より。②保阪 1963 より。
第 118 図　①森本 1929 より。
第 119 図　①本村 1961 より。②森 1986 より。
第 120 図　①斎木 1974 より。②保阪 1963 より。
第 121 図　①網干 1974 より。②鈴木・山田 1980 より。
第 122 図　①弘津 1928 より。②平井 1982 より。
第 123 図　①原口・高木 1983 より。②小林 2010 より。
第 124 図　①松本・岩崎 1983 より。②後藤 1925 より。
第 125 図　①櫃本 2002 より。
第 126 図　①渡辺 1983 より。②佐賀県立博物館 1979 より。
第 127 図　①松村・高木 1983 より。
第 128 図　①福井 1977 より。②岩見 1976 より。
第 129 図　①小林 2010 より。②青山他 1981 より。
第 130 図　①小林 2010 より。②梅原 1955 より。
第 131 図　①鍛冶 1982 より。②梅原 1920 より。
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第 132 図　①今井 1984 より。②伊藤 1977 より。
第 133 図　①松本・岩崎編 1983 より。②第 37 回山陰考古学研究集会 2009 より。
第 134 図　①田代 1968 より。②保坂 1963 より。
第 135 図　①佐々木 1961 より。
第 136 図　①佐藤 1968 より。
第 137 図　①瀬古 2004 より。②櫃本 2002 より。
第 138 図　①飯塚 1994 より。②小野・中野・桑原・辻田 1981 より。
第 139 図　①奈良県立橿原考古学研究所編 2004 より
第 140 図　①卜部編 2008 より。
第 141 図　①梅原・森本 1923 より。
第 142 図　①都出・福永・杉井編 1996 より。
第 143 図　①寺沢 1981 より。
第 144 図　①大塚 1994 より。
第 145 図　①原田 1961 より。②三宅 1985 より。
第 146 図　①高槻市史編さん委員会 1973 より。②西川 1986 より。
第 147 図　①乙益 1983 より。②吉原市教育委員会 1958 より。
第 148 図　①田中 1979 より。②原田 1961 より。
第 149 図　①奈良県立橿原考古学研究所編 2004 より。②小島 1968 より。
第 150 図　①望月 1981 より。②志間 1954 より。
第 151 図　①梅原 1921 より。
第 152 図　①近藤 1987 より。②松本・岩崎 1983 より。
第 153 図　①筆者撮影。
第 154 図　①岩見編 1976 より。
第 155 図　①筆者撮影。②河上 1986 より。
第 156 図　①奈良県立橿原考古学研究所編 2004 より。
第 157 図　①辰巳編 1983 より。②高橋 1987 より。
第 158 図　①筆者撮影。②櫃本 2002 より。
第 159 図　①吉原市教育委員会 1985 より。
第 160 図　①植田 1993 より。②佐々木編 1961 より。
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第 161 図　①楠元・竹田 1988 より。
第 162 図　木下 1974 より。
第 163 図　①長野県史刊行会 1988 より。②望月 1981 より。
第 164 図　①群馬県立歴史博物館 1980 より。②佐賀県立博物館 1979 より。
第 165 図　①寺沢 1981 より。
第 166 図　①河上 1986 より。
第 167 図　加藤 1939 より。
第 168 図～第 182 図　筆者写真撮影
第 183 図～第 190 図　筆者作成。
第 191 図　朴 2006 を一部改変。
第 192 図　佐久間 2013 を一部改変。
第 193 図　筆者作成。
第 194 図～第 197 図　筆者写真撮影。
第 198 図・第 199 図　加藤他 2010 より
第 200 図～第 205 図　筆者作成。







































による 2010 年度・2011 年度のドリームチャレンジ賞、財団法人髙梨学術奨励
基金による 2009 年度高梨学術奨励基金をうけております。ここに記して感謝
申し上げます。
　また、以下の諸機関、諸先生、諸氏より、多くのご指導とご鞭撻を賜りました。
　ご芳名を記し、感謝の意を示します。
明石市立文化博物館・足立区伊興遺跡公園展示館・安土城考古博物館・綾川
町陶公民館・安中市ふるさと学習館・石川県埋蔵文化財センター・市原市埋蔵
文化財調査センター・茨城県立歴史館・今立町歴史民俗資料館・今治市教育
委員会・魚島郷土資料館・宇都宮市とびやま歴史体験館・宇部市教育委員会・
愛媛県埋蔵文化財センター・大阪府埋蔵文化財センター・岡山県古代吉備文化
財センター・岡山理科大学・香川県埋蔵文化財センター・柏市教育委員会・柏
市文化財整理室・春日市奴国の丘歴史資料館・株式会社東洋クオリティワン・
上郡町郷土資料館・神奈川県立歴史博物館・金沢市埋蔵文化財センター・唐
津市文化事業団・観音寺市教育委員会・岐阜市歴史博物館・基山町教育委員会・
基山町民会館・九州大学考古学研究室・京都府埋蔵文化財調査研究センター・
熊本県教育委員会・倉吉市教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団・群馬
県立博物館・公益財団法人枚方市文化財研究調査会・神戸市埋蔵文化財セン
ター・高知県文化財団・古代吉備文化財センター・小林市中央図書館・西条市
立小松温芳図書館・西条市立東予郷土館・埼玉県埋蔵文化財調査事業団・佐
賀県立博物館・佐賀県立文化財調査研究資料室・佐賀市文化財資料館・さぬ
き市教育委員会・山陽厚狭図書館・静岡県教育委員会・静岡県埋蔵文化財セン
ター・島根県立八雲立つ風土記の丘・須惠町教育委員会・瀬戸内歴史民俗博物
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館・善通寺市教育委員会・草加市歴史民俗資料館・総社市埋蔵文化財学習の館・
袖ヶ浦市郷土博物館・高松市歴史資料館・玉名市教育委員会・筑紫野市教育
委員会・筑前市教育委員会・千葉県教育振興事業団文化財センター・東海村
教育委員会・徳島市立考古資料館・鳥取県教育委員会・富岡市立美術博物館・
豊中市中央公民館・長岡京市埋蔵文化財センター・長野県立歴史館・名張市
郷土資料室・東大阪市郷土博物館・東広島市教育委員会・ひたちなか市埋蔵
文化財センター・枚方市教育委員会・広島県教育事業団・広島県立歴史博物館・
広島市未来都市創造財団・福岡市博物館・福山市神辺歴史民俗資料館・福山
市しんいち歴史民俗博物館・福山城博物館・藤枝市郷土博物館・府中市教育
委員会・府中市歴史民俗資料館・文化庁・舞鶴市民会館・南あわじ市教育委
員会・宮崎県埋蔵文化財センター・宮崎県立西都原考古博物館・三次市歴史
民俗資料館・明治大学博物館・焼津市歴史民俗資料館・八尾市立歴史民俗資
料館・山鹿市立博物館・山口県立埋蔵文化財センター・山武市教育委員会・山
梨県立考古・湯梨浜町教育委員会・湯梨浜町羽合歴史民俗資料館・与島資料館・
米子市埋蔵文化財センター・和歌山県立紀伊風土記の丘・和歌山市立博物館
赤尾重信・阿部敬生・新井悟・石井隆博・石垣敏之・石坂茂・石貫弘泰・石橋新次・
一山典・井上文男・井上義也・稲田健一・稲原昭嘉・今平利幸・岩尾峯希・岩
本貴・岩本崇・上倉郁子・上田千佳穂・上野祥史・上拵武・黄偉・大麻ゆかり・
大川泰広・大竹憲昭・岡田敏彦・岡田容子・沖憲明・小原貴樹・女屋和志雄・
折原洋一・垣内光次郎・笠井由子・蒲原宏行・亀井修一・河合章行・垣内光次郎・
川口徳治朗・川崎保・河村直明・北森さやか・北山健一郎・木村理郎・楠正勝・
久保田昇三・熊谷葉月・倉本 卿介・胡松鶴・小池浩平・越川欣和・腰塚徳司・
後藤克博・小林健二・近藤協・斉藤礼・佐伯正浩・三枝健二・澤田秀実・佐々
木正治・佐々木義則・佐藤一郎・実盛良彦・柴田英樹・嶋文博・島田拓・島田
和高・清水篤・下村節子・下垣仁志・白井久美子・周成梅・笹川龍一・定松佳
重・鈴賀智幸・鈴木源氏・鈴木素行・鈴木康之・角信一郎・園尾裕・高橋康男・
高橋方紀・瀧川仲男・田尻義了・多田彰・田中正弘・田中康雄・谷岡能史・谷
重豊季・丹野拓・椿原靖弘・辻田淳一郎・手島智之・土井基司・徳江秀夫・友
澤明・戸澗幹夫・飛田英世・中島清治・永田千織・中西克宏・中村一義・名本
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二六雄・奈良佳子・楢山満照・西岡義貴・根鈴輝雄・能城秀喜・野口陽子・乗
安和二三・白雲翔・原雅信・伴野幸一・平山誠一・藤岡孝司・藤丸詔八郎・藤
巻正勝・古瀬裕子・細川金也・堀内紀明・前田敬彦・槙林啓介・松尾佳子・松
井和幸・松尾佳子・松本晃・松本達也・松田清孝・松永悦枝・増田鉄平・丸毛
のぞみ・水上公誠・宮川紳・宮崎歩・宮原晋一・宮本一夫・向田裕始・村上恭
通・村上幸雄・村山功志・毛利義嗣・森井健司・森下章司・森田真一・門田了
三・安岡猛平・安田滋・柳田康雄・山崎貴美・山下啓之・山田義範・山高久雄・
山本一伸・山本輝雄・山手貴生・山名洋通・吉田広・李永哲・劉婵・渡邊芳貴
（敬称略・五十音順）。
　
　なお、博士論文を作成するまでの長期にわたって経済的に支えていただいた
両親には感謝の念でいっぱいです。また、３年間という長期留学に理解を示し
てくれたことにも、心から感謝いたしております。弟とは研究に対して話し合
えたことは私の糧となりました。また、精神的にも支えてくれたことに感謝し
ています。
　本研究の成果が皆様のご期待に沿うものであればと思います。今後も皆様の
ご指導ご鞭撻を受けつつ研究に邁進する所存です。最後になりましたが、ここ
に重ねて厚く謝意を表し、謝辞といたします。
